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は
じ
め
に

一
「
十
便
十
宜
図
」
の
概
要

（
一
） 「
十
便
図
」

（
二
） 「
十
宜
図
」

二
「
十
宜
図
」
の
再
検
討

（
一
） 

表
現
の
多
様
性

（
二
） 

表
現
の
独
自
性

三
「
十
宜
図
」
の
源
泉

（
一
） 

中
国
絵
画
と
の
関
わ
り
―
詩
意
図
・
倣
古
図
―

（
二
） 

蕪
村
の
画
業
に
お
け
る
中
国
絵
画
学
習
へ
の
模
索

四
「
十
便
図
」
の
克
服

（
一
） 「
四
季
山
水
図
」
の
連
作

（
二
） 

大
雅
筆
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
―
木
村
蒹
葭
堂
・
林
閬
苑
・
雨
森
章
迪
―

お
わ
り
に

は
じ
め
に

「
十
便
十
宜
図
」（
川
端
康
成
記
念
会
蔵
、
国
宝
）
は
、
池
大
雅
（
一
七
二
三
～
七
六
）
と

与
謝
蕪
村
（
一
七
一
六
～
八
三
）
の
合
作
と
し
て
名
高
い
江
戸
時
代
の
画
帖
で
あ
る）1
（

。
同

図
は
、
中
国
の
明
末
清
初
の
文
人
で
あ
る
李
漁
（
笠
翁
、
一
六
一
一
～
八
〇
）
が
別
荘
の

伊
園
で
詠
ん
だ「
伊
園
十
便
十
二
宜
詩
」（
実
際
に
は
原
詩
で
も
十
二
宜
詩
は
十
詩
し
か
な
い
）

と
い
う
七
言
絶
句
の
う
ち
、
伊
園
で
の
生
活
の
便
利
さ
や
快
適
さ
を
詠
ん
だ
「
十
便
」
を

大
雅
が
描
き
、
季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
自
然
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
「
十
宜
」

を
蕪
村
が
絵
画
化
し
て
い
る
。
現
状
で
は
大
雅
の
「
十
便
図
」
と
蕪
村
の
「
十
宜
図
」
で

二
帖
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
当
初
は「
十
宜
図
」

の
末
尾
に
位
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
宜
風
図
」
の
み
に
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
年

紀
が
記
さ
れ
る
。
と
き
に
大
雅
は
四
十
九
歳
、
蕪
村
は
五
十
六
歳
。「
十
便
図
」
の
冒
頭

に
あ
る
増
山
雪
斎
（
一
七
五
四
～
一
八
一
九
）
の
題
字
が
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
尾

張
国
鳴
海
の
酒
造
家
で
あ
る
下
郷
学
海
（
一
七
四
二
～
九
〇
）
の
た
め
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
や
、
学
海
が
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
前
後
に
何
度
も
大
雅
へ
絵
を
依
頼
し
て
い
る

こ
と
か
ら）2
（

、「
十
便
十
宜
図
」
の
依
頼
者
は
、
学
海
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

こ
う
し
た
大
雅
と
蕪
村
の
両
者
の
壮
年
期
に
制
作
さ
れ
た
「
十
便
十
宜
図
」
に
つ
い
て
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農
便
図
」
を
除
く
全
て
の
図
の
同
じ
位
置
に
、
同
じ
印
が
捺
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
の

下
に
「
池
無
名
印
」（
白
文
回
文
方
印
）、
画
面
左
上
に
「
遵
生
」（
朱
文
長
方
印
）、
画
面

左
下
に
「
前
身
相
馬
方
九
皐
」（
朱
文
長
方
印
）
で
、
印
章
の
な
い
「
課
農
便
図
」
は
、
完

全
に
捺
し
忘
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
十
便
図
」
の
特
徴
と
し
て
は
、
も
と
の
詩
に
あ
る
主
題
（
と
り
わ
け
人
物
）

を
あ
え
て
描
か
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、
人
物
の
有
無
に
よ
っ
て
画
面
に
強
弱
を
つ
け

て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）6
（

。
ま
た
、「
釣
便
図
」
で
童
子
と
話
す
後
ろ
向
き

の
高
士
や
、「
灌
園
便
図
」「
吟
便
図
」「
眺
便
図
」
の
高
士
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
園
林
の

主
人
で
あ
る
李
漁
本
人
を
示
す
と
み
ら
れ
、
各
図
の
要
所
要
所
に
登
場
し
て
、
主
人
公
と

し
て
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
李
漁
を
と
り
ま
く
人
物
た

ち
の
描
写
も
印
象
的
で
、「
釣
便
図
」
で
釣
り
を
す
る
客
ら
し
き
高
士
や
、
黄
色
い
服
を

着
た
童
子
、「
樵
便
図
」
で
枝
を
拾
う
召
使
い
な
ど
の
脇
役
が
、
伊
園
で
の
生
活
感
を
伝

え
て
く
れ
る
。

か
か
る
主
人
公
と
脇
役
と
の
呼
応
関
係
や
、
主
人
公
に
感
情
移
入
さ
せ
る
よ
う
な
工
夫

は
、
各
図
を
行
き
つ
戻
り
つ
見
比
べ
る
楽
し
み
を
与
え
る
と
と
も
に
、
十
図
で
の
連
作
感

や
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
生
み
出
し
、
鑑
賞
者
も
伊
園
の
中
に
住
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚

を
い
だ
か
せ
よ
う
。
同
様
に
、
そ
の
表
現
も
、
柔
ら
か
な
描
線
を
主
体
と
し
な
が
ら
、
み

ず
み
ず
し
い
淡
彩
を
点
描
に
し
た
り
面
的
に
施
し
た
り
と
、
各
図
で
の
描
き
分
け
が
効
果

的
で
、
鮮
や
か
な
色
の
ゆ
ら
め
き
が
美
し
い
。
た
だ
、
十
図
と
も
淡
彩
を
用
い
て
描
か
れ

て
い
る
こ
と
や
、
詩
や
印
の
位
置
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
十
図
を

通
し
て
、
あ
る
種
の
統
一
感
が
あ
る
の
も
大
き
な
見
ど
こ
ろ
で
、
登
場
人
物
た
ち
が
紡
ぎ

出
す
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
、
そ
う
し
た
統
一
感
を
補
強
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
佐
藤
康
宏
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
大
胆
で
変
化
に
富
ん
だ
構
図
」、「
人

物
た
ち
の
剽
軽
な
姿
」、「
墨
と
淡
彩
を
美
し
く
調
和
さ
せ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
筆
触
」
な
ど

は
、
古
く
か
ら
両
者
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
日
本
の
文
人
画
（
南

画
）
3
（

）
の
歴
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
、
そ
の
絵
画
表
現
に
つ
い
て
は
、
意
外
に
も
十
分
な

解
釈
や
研
究
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
と
り
わ
け
蕪
村
の
「
十
宜
図
」
は
、

大
雅
の
「
十
便
図
」
と
の
比
較
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
あ
ま
り
高
い
評
価
を
与
え
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
に
つ
い
て
は
、

自
由
で
闊
達
な
表
現
が
称
賛
さ
れ
、
近
年
で
は
中
国
絵
画
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
な

ど
新
た
な
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る）4
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
に
対
す

る
近
年
の
研
究
史
を
受
け
つ
つ
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
存
在
と
し
て
の
蕪
村
の
「
十
宜
図
」

の
美
術
史
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
と
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

一
「
十
便
十
宜
図
」
の
概
要

（
一
）「
十
便
図
」

ま
ず
は
、
大
雅
が
描
い
た
「
十
便
図
」
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
よ
う
。

現
状
で
は
図
の
順
が
か
な
り
混
乱
し
て
お
り
、「
耕
便
図
」「
汲
便
図
」「
浣
濯
便
図
」「
灌

園
便
図
」「
釣
便
図
」「
吟
便
図
」「
課
農
便
図
」「
樵
便
図
」「
防
夜
便
図
」「
眺
便
図
」
の

順
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
は
、
原
詩
の
順
の
と
お
り
「
耕
便
図
」（
挿
図
1
―
1
）「
課

農
便
図
」（
挿
図
1
―
2
）「
釣
便
図
」（
挿
図
1
―
3
）「
灌
園
便
図
」（
挿
図
1
―
4
）「
汲

便
図
」（
挿
図
1
―
5
）「
浣
濯
便
図
」（
挿
図
1
―
6
）「
樵
便
図
」（
挿
図
1
―
7
）「
防
夜

便
図
」（
挿
図
1
―
8
）「
吟
便
図
」（
挿
図
1
―
9
）「
眺
便
図
」（
挿
図
1
―
10
）
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る）5
（

。

冒
頭
の
「
耕
便
図
」
の
右
端
に
李
漁
の
序
文
を
四
行
で
書
く
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
右
端

に
題
を
含
め
て
三
行
で
李
漁
の
原
詩
を
記
し
、
そ
の
左
に
図
を
描
い
て
い
る
。
図
は
右
端

の
詩
を
よ
け
て
描
か
れ
て
お
り
、
先
に
詩
を
書
い
て
か
ら
図
を
描
い
た
よ
う
で
あ
る
。
署

名
は
、
最
後
の
「
眺
便
図
」
に
の
み
「
霞
樵
無
名
写
意
」
と
記
さ
れ
る
が
、
印
章
は
、「
課
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が
「
江
戸
時
代
の
画
家
に
こ
れ
以
上
は
望
め
な
い
と
い
う
ほ
ど
の
脱
俗
の
理
想
境
」
を
描

き
出
し
た
作
例
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る）7
（

。

（
二
）「
十
宜
図
」

一
方
、
蕪
村
が
描
い
た
「
十
宜
図
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

李
漁
の
原
詩
は
、『
李
笠
翁
詩
集
』
に
「
伊
園
十
二
宜
詩
」
と
し
て
載
る
が
、
十
詩
し

か
な
く
、「
十
便
十
宜
図
」
の
制
作
に
際
し
て
、
蕪
村
が
十
二
詩
を
十
詩
に
減
ら
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
な
お
、
各
図
の
順
序
に
つ
い
て
は
、「
十
便
図
」
と
同
様
、
現
状
に
や
や

挿図 1 池大雅筆「十便図」（川端康成記念会蔵） 明和8年（1771）

挿図1－8 「防夜便図」

挿図1－5 「汲便図」挿図1－6 「浣濯便図」

挿図1－1 「耕便図」

挿図1－3 「釣便図」

挿図1－9 「吟便図」

挿図1－2 「課農便図」

挿図1－4 「灌園便図」

挿図1－10 「眺便図」

挿図1－7 「樵便図」
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混
乱
が
あ
り
、「
宜
春
図
」「
宜
夏
図
」「
宜
秋
図
」「
宜
冬
図
」「
宜
暁
図
」「
宜
晩
図
」「
宜

晴
図
」「
宜
風
図
」「
宜
陰
図
」「
宜
雨
図
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
は
原
詩
の
順
と
同

じ
「
宜
春
図
」（
挿
図
2
―
1
）「
宜
夏
図
」（
挿
図
2
―
2
）「
宜
秋
図
」（
挿
図
2
―
3
）「
宜

冬
図
」（
挿
図
2
―
4
）「
宜
暁
図
」（
挿
図
2
―
5
）「
宜
晩
図
」（
挿
図
2
―
6
）「
宜
晴
図
」

（
挿
図
2
―
7
）「
宜
陰
図
」（
挿
図
2
―
8
）「
宜
雨
図
」（
挿
図
2
―
9
）「
宜
風
図
」（
挿
図

2
―
10
）
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。「
宜
風
図
」
の
み
に
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
年
紀

が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
各
図
の
表
現
を
見
る
と
、
十
図
の
う
ち
「
宜
冬
図
」「
宜
晩
図
」「
宜
晴
図
」

「
宜
陰
図
」
の
四
図
を
墨
の
み
で
描
い
て
全
体
の
構
成
に
変
化
を
つ
け
て
お
り
、
全
図
を

淡
彩
で
描
く
大
雅
の
「
十
便
図
」
と
の
差
が
顕
著
で
あ
る
。
描
法
も
、
か
す
れ
た
鋭
い
線

と
水
気
の
多
い
太
い
線
、
紙
に
墨
を
す
り
込
む
よ
う
な
面
的
な
線
や
柔
ら
か
い
描
線
な

ど
、
各
図
で
多
様
な
筆
致
を
効
果
的
に
使
い
分
け
、
彩
色
も
、
点
描
や
面
的
な
淡
彩
、
樹

葉
形
の
没
骨
の
淡
彩
や
波
線
状
の
淡
彩
な
ど
を
駆
使
し
て
、
微
妙
な
色
の
ト
ー
ン
や
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
意
識
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
「
十
便
図
」
よ
り
劣
る
と
さ
れ
る
「
十
宜
図
」

だ
が
、
絵
画
表
現
自
体
を
見
る
限
り
、
繊
細
で
変
化
に
富
ん
だ
自
然
描
写
は
、
き
わ
め
て

美
し
い
。
と
り
わ
け
、「
宜
秋
図
」「
宜
暁
図
」「
宜
晴
図
」「
宜
雨
図
」
に
渇
筆
や
擦
筆
と

い
う
乾
い
た
筆
致
の
面
的
な
使
用
が
多
い
の
は
印
象
的
で
、
か
す
れ
た
墨
の
間
か
ら
見
え

る
紙
の
素
地
や
淡
彩
が
、
少
な
い
光
の
う
つ
ろ
い
や
、
岩
山
の
質
感
を
再
現
し
、
表
情
豊

か
な
自
然
の
一
瞬
を
切
り
取
っ
て
鮮
や
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
十
宜
図
」
が

全
体
と
し
て
、
ど
こ
か
あ
り
き
た
り
で
窮
屈
な
印
象
を
与
え
る
の
は
、
几
帳
面
ゆ
え
に
お

お
ら
か
さ
に
欠
け
る
構
図
処
理
と
、
余
白
の
大
半
を
埋
め
る
詩
の
配
置
に
原
因
が
あ
る
か

ら
だ
ろ
う
。

「
十
宜
図
」
は
「
十
便
図
」
と
異
な
り
、
十
図
と
も
先
に
図
を
描
い
て
か
ら
、
詩
を
書

い
た
よ
う
で
、
余
白
の
大
半
を
詩
で
埋
め
、
一
部
の
図
に
は
詩
が
重
な
っ
て
い
る
。
詩
の

書
き
方
も
大
雅
の
よ
う
に
一
様
で
は
な
く
、
一
行
の
文
字
数
や
詩
の
行
数
を
各
図
で
変
え

る
。
同
様
に
、
印
章
も
、
全
図
に
「
潑
墨
生
痕
」（
白
文
方
印
）
を
捺
す
ほ
か
は
、「
三
菓

居
士
」（
白
文
方
印
）、「
長
庚
」「
春
星
」（
白
朱
文
連
印
）、「
趙
」「
大
居
」（
白
文
連
印
）、「
東

成
」「
春
星
氏
」（
白
文
連
印
）
の
印
章
を
各
図
で
使
い
分
け
、
ま
た
、
印
を
捺
す
位
置
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
印
の
捺
し
方
も
「
十
便
図
」
と
対
照
的
で
、
大
雅
が
全
図
と
も
比
較

的
ぞ
ん
ざ
い
に
捺
す
の
に
対
し
、
蕪
村
は
全
図
と
も
印
つ
き
鮮
や
か
で
、
丁
寧
に
捺
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
詩
と
印
の
変
化
に
富
ん
だ
配
置
が
、
逆
に
、
全
体
と
し
て
画
面
の
広
が

り
を
妨
げ
、
せ
っ
か
く
の
繊
細
な
表
現
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
構
図
や
彩
色
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
な
統

一
感
に
は
乏
し
い
と
も
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
各
図
で
の
変
化
を
評
価
す
る
の
か
、
あ
る

い
は
統
一
感
の
な
さ
を
欠
点
と
み
な
す
の
か
と
い
う
問
題
に
も
な
る
が
、
や
は
り
、
佐
藤

康
宏
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、「
こ
の
時
点
で
蕪
村
が
大
雅
に
一
籌
を
輸
す
る
の
は
明
白
」

で
あ
り
、「
い
か
な
蕪
村
び
い
き
で
も
、「
十
便
十
宜
図
」
に
関
し
て
は
大
雅
の
方
が
蕪
村

よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
の
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
の
が
、
大
方
の
研
究
者
の
見

解
の
よ
う
で
あ
る）8
（

。

執
筆
者
は
、
こ
う
し
た
題
詩
の
位
置
や
構
図
処
理
の
窮
屈
さ
を
差
し
引
い
て
も
、
蕪
村

の
多
彩
な
表
現
を
高
く
評
価
し
た
い
と
考
え
て
は
い
る
が
、
佐
藤
康
宏
氏
に
よ
れ
ば
、
大

雅
の
「
十
便
図
」
に
李
漁
の
序
文
が
書
か
れ
、
蕪
村
の
「
十
宜
図
」
に
の
み
年
紀
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
先
に
大
雅
の
「
十
便
図
」
が
描
か
れ
、
蕪
村
は
「
十
便
図
」
を
手
元
に
置
い

て
「
十
宜
図
」
を
描
い
た
た
め
、「「
十
便
十
宜
図
」
の
合
作
は
、
蕪
村
に
大
雅
に
対
す
る

ラ
イ
ヴ
ァ
ル
意
識
と
い
う
よ
り
ほ
と
ん
ど
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
」
と
い
う
解
釈
す
ら
提
示
さ
れ
て
い
る）9
（

。
蕪
村
自
身
が
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
に

ど
こ
ま
で
劣
等
感
を
感
じ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
た
し
か
に
、
そ
の
後
の
蕪
村

の
画
業
を
鑑
み
れ
ば
、
蕪
村
が
「
十
便
図
」
を
強
く
意
識
し
、「
十
宜
図
」
が
蕪
村
の
画
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業
の
大
き
な
転
換
点
に
な
っ
た
の
は
、
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

蕪
村
の
「
十
宜
図
」
の
特
徴
を
、「
十
便
図
」
と
の
比
較
の
う
え
で
再
検
討
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

二
「
十
宜
図
」
の
再
検
討

（
一
）
表
現
の
多
様
性

ま
ず
、「
十
宜
図
」
の
構
図
処
理
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
る
と
、
モ
チ
ー
フ
を
比
較
的

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
近
接
的
な
構
図
が
三
図
（「
宜
夏
図
」「
宜
暁
図
」「
宜
晩
図
」）、
や

挿図2－2 「宜夏図」

挿図2－4 「宜冬図」

挿図2－6 「宜晩図」

挿図2－8 「宜陰図」挿図2－10 「宜風図」

挿図 2 与謝蕪村筆「十宜図」（川端康成記念会蔵） 明和8年（1771）

挿図2－1 「宜春図」

挿図2－3 「宜秋図」

挿図2－5 「宜暁図」挿図2－7 「宜晴図」

挿図2－9 「宜雨図」
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リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
点
も
「
十
宜
図
」
の
特
徴
の
一
つ
で
、
と
り
わ
け
、「
宜
秋
図
」「
宜

暁
図
」「
宜
晴
図
」「
宜
雨
図
」
に
用
い
ら
れ
る
渇
筆
や
擦
筆
と
い
う
乾
い
た
筆
致
の
面
的

な
使
用
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
、「
宜
冬
図
」「
宜
晴
図
」「
宜
陰
図
」「
宜
雨
図
」

な
ど
で
は
、
米
点
風
の
横
長
の
筆
触
を
多
用
し
て
い
る
の
も
印
象
的
と
い
え
よ
う
。
こ
れ

に
対
し
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
を
見
る
と
、
潤
筆
や
点
描
は
た
し
か
に
多
く
、
潤
い
の
あ

る
筆
触
の
お
お
ら
か
な
描
写
と
、
繊
細
な
点
描
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
一
番
の
魅
力
に

は
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
蕪
村
の
「
十
宜
図
」
に
比
べ
て
渇
筆
・
擦
筆
・
米
点
の
使
用
は

比
較
的
少
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
両
者
の
比
較
か

ら
、
蕪
村
の
表
現
の
独
自
性
を
考
え
て
み
る
の
も
有
効
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
表
現
の
独
自
性

蕪
村
の
表
現
の
独
自
性
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
光
へ
の
鋭
敏
な
感
覚
だ
ろ

う
。
た
と
え
ば
、「
宜
暁
図
」
で
は
、
李
漁
の
詩
自
体
に
、
暁
の
太
陽
を
直
接
見
る
の
で

は
な
く
、
水
面
に
反
射
し
た
暁
が
壁
に
映
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
書
か
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
う
し
た
状
況
を
絵
画
的
に
表
現
し
た
作
例
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
面
や
太
陽
を
ほ
と
ん
ど
画
中
に
描
か
ず
、
白
壁
に
映
っ

た
波
状
の
紅
い
暁
の
み
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
蕪
村
の
構
図
処
理
は
す
ば
ら
し
く
、「
十

宜
図
」
中
の
白
眉
の
表
現
と
い
っ
て
よ
い
。

同
様
に
「
宜
晩
図
」
で
は
、
山
の
皴
を
示
す
襞
が
、
山
肌
に
反
射
す
る
月
光
を
も
表
現

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
通
常
の
夜
景
の
表
現
で
あ
れ
ば
、
月
を
目
立
た
せ
る

た
め
夜
空
に
墨
を
施
す
が
、「
宜
晩
図
」
で
は
、
そ
う
し
た
暗
い
夜
空
を
描
か
ず
、
む
し

ろ
紙
の
白
い
地
を
活
か
し
て
明
る
い
月
下
の
景
を
表
現
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
ぼ
ん
や
り

と
し
か
見
え
な
い
は
ず
の
山
肌
の
光
の
ゆ
ら
め
き
を
、
き
わ
め
て
繊
細
に
紡
ぎ
出
し
て
い

る
点
で
、
ま
る
で
ネ
ガ
ポ
ジ
が
反
転
し
た
よ
う
な
、
効
果
的
な
光
の
表
現
と
な
っ
て
い
る

や
遠
景
か
ら
景
観
を
と
ら
え
た
俯
瞰
的
な
構
図
が
七
図
（「
宜
春
図
」「
宜
秋
図
」「
宜
冬
図
」

「
宜
晴
図
」「
宜
陰
図
」「
宜
雨
図
」「
宜
風
図
」）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

一
方
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
で
は
、
蕪
村
ほ
ど
遠
景
か
ら
山
水
を
と
ら
え
た
図
は
な
く
、

十
図
と
も
ほ
ぼ
近
接
的
な
構
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は「
十
便
図
」

の
原
詩
が
、
伊
園
の
便
利
さ
を
詠
ん
だ
点
で
人
事
に
親
和
性
が
強
く
、
反
対
に「
十
宜
図
」

の
原
詩
は
、
自
然
描
写
に
親
和
性
が
強
い
こ
と
と
も
関
連
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
両
者
の

違
い
は
、
画
中
に
お
け
る
人
物
の
有
無
に
も
影
響
し
て
お
り
、
実
は
、
こ
の
相
違
点
が
、

蕪
村
の
表
現
を
大
雅
と
全
く
異
な
る
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
蕪
村
は
、
画
中
に
人
物
を
描
か
な
い「
人
物
な
し
」を
六
図（「
宜
春
図
」「
宜

秋
図
」「
宜
冬
図
」「
宜
晴
図
」「
宜
陰
図
」「
宜
雨
図
」）、
画
中
に
人
物
を
描
く
「
人
物
あ
り
」

を
四
図
（「
宜
夏
図
」「
宜
暁
図
」「
宜
晩
図
」「
宜
風
図
」）
と
し
て
お
り
、
先
ほ
ど
見
た
近

接
し
た
構
図
に
は
、
必
ず
人
物
を
描
い
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
人
物
を
描

く
場
合
、
い
ず
れ
も
一
図
中
に
一
人
し
か
描
い
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
大
雅
の
「
十

便
図
」
で
は
、
人
物
が
登
場
す
る
の
は
十
図
の
う
ち
六
図
（「
釣
便
図
」「
灌
園
便
図
」「
汲

便
図
」「
樵
便
図
」「
吟
便
図
」「
眺
便
図
」）
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
大
雅
の
「
釣
便
図
」
に

は
三
人
の
人
物
が
描
か
れ
、
十
図
中
に
合
計
八
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
雅
は

蕪
村
の
二
倍
の
人
数
を
描
い
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
こ
う
し
た
画
中
の
人
物
の
数
や
、
先

に
見
た
近
接
的
な
構
図
が
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
の
方
に
、
よ
り
強
く
鑑
賞
者
を
画
中
に

い
ざ
な
う
効
果
を
与
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

同
様
に
、
彩
色
に
つ
い
て
も
見
て
み
る
と
、
蕪
村
は
、
淡
彩
を
六
図
（「
宜
春
図
」「
宜

夏
図
」「
宜
秋
図
」「
宜
暁
図
」「
宜
雨
図
」「
宜
風
図
」）
配
し
て
い
る
が
、
墨
画
の
み
の
作
例

も
四
図
（「
宜
冬
図
」「
宜
晩
図
」「
宜
晴
図
」「
宜
陰
図
」）
描
い
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
、

十
図
全
て
を
淡
彩
画
と
し
た
大
雅
の
「
十
便
図
」
と
の
大
き
な
違
い
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
彩
色
と
墨
の
使
い
分
け
を
意
識
す
る
が
ゆ
え
か
、
筆
触
の
変
化
が
バ
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用
い
、
さ
ら
に
面
的
で
簡
略
的
な
彩
色
を
施
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
の
ち
の

一
連
の
「
奥
の
細
道
図
」（
逸
翁
美
術
館
な
ど
蔵
）
の
描
写
に
つ
な
が
る
よ
う
な
、
俳
画
的

な
表
現
の
端
緒
と
し
て
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
と
の
比
較
の
う
え
で
も
、
ま
た
、
両
者
の
比
較
を

超
え
た
レ
ベ
ル
で
も
、「
十
宜
図
」
は
、
蕪
村
ら
し
い
表
現
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
意
義
深

い
作
例
と
い
え
る
。
な
ら
ば
、
か
か
る
「
十
宜
図
」
の
表
現
が
、
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た

の
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、「
十
宜
図
」

を
大
雅
と
の
関
わ
り
の
中
で
と
ら
え
直
す
と
と
も
に
、
蕪
村
に
お
け
る
中
国
絵
画
受
容
と

い
う
観
点
か
ら
も
考
察
す
る
こ
と
で
、
そ
の
表
現
の
源
泉
に
迫
っ
て
み
た
い
。

三
「
十
宜
図
」
の
源
泉

（
一
）
中
国
絵
画
と
の
関
わ
り
―
詩
意
図
・
倣
古
図
―

従
来
、「
十
便
十
宜
図
」
に
お
け
る
中
国
絵
画
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

影
響
が
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
横
尾
拓
真
氏
に
よ
り
、
大
雅
の「
十
便
図
」

と
、
沈
周
（
一
四
二
七
～
一
五
〇
九
）
筆
「
東
荘
図
冊
」（
南
京
博
物
院
蔵
）
と
の
類
似
点

が
指
摘
さ
れ
た）10
（

。
た
し
か
に
、
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
モ
チ
ー
フ
の
選
択
や
、
そ
の

配
置
、
描
法
な
ど
の
点
で
、
い
く
つ
か
の
共
通
性
が
う
か
が
え
る
。
横
尾
氏
が
述
べ
る
と

お
り
、「
十
便
十
宜
図
」
は
、
ま
さ
し
く
李
漁
の
伊
園
と
い
う
「
園
林
」
の
す
ば
ら
し
さ

を
詠
ん
だ
詩
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
東
荘
図
冊
」
の
よ
う
な
本
場
中
国
の

園
林
図
（
別
業
図
）
か
ら
の
影
響
が
確
認
で
き
る
と
い
う
指
摘
は
、
き
わ
め
て
重
要
と
い

え
よ
う
。

で
あ
る
な
ら
ば
、「
十
便
十
宜
図
」
自
体
が
、
園
林
図
で
あ
る
と
同
時
に
、
李
漁
の
「
詩
」

を
絵
画
化
し
た
詩
意
図
で
あ
る
と
い
う
点
も
見
逃
せ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え

ば
、
陸
治
（
一
四
九
六
～
一
五
七
六
）
筆
「
唐
人
詩
意
図
冊
」（
蘇
州
博
物
館
蔵
）
や
文
震

の
で
あ
る
。

ま
た
、「
宜
陰
図
」
や
「
宜
雨
図
」
で
は
、
天
候
や
時
間
の
変
化
に
と
も
な
う
、
わ
ず

か
な
光
の
う
つ
ろ
い
が
画
中
に
見
事
に
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
表
現
は
、
の
ち

に
蕪
村
の
傑
作
「
春
光
晴
雨
図
」（
個
人
蔵
、
重
要
文
化
財
）（
挿
図
3
）
の
よ
う
な
形
で
結

実
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

一
方
、「
十
宜
図
」
の
末
尾
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
「
宜
風
図
」
は
、
他
の
九
図
と
や

や
異
な
る
趣
を
持
つ
作
品
と
し
て
見
逃
せ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
全
体
的
に
早
い
筆
触
を

挿図 3 与謝蕪村筆「春光晴雨図」（個人蔵）
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中
に
人
物
を
描
い
て
い
る
が
、
叙
情
的
な
表
現
に
お
い
て
、
蕪
村
の
「
十
宜
図
」
と
い
く

つ
か
の
類
似
性
が
見
い
だ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
図
冊
「
第
三
図
」（
挿
図

4
）
と
「
宜
春
図
」
に
見
る
柳
の
描
写
、「
第
五
図
」（
挿
図
5
）
と
「
宜
秋
図
」
に
見
る

亨
（
一
五
八
五
～
一
六
四
五
）
筆
「
唐
人
詩
意
図
冊
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
の
よ
う
な

詩
意
図
が
、
直
接
的
に
「
十
便
十
宜
図
」
の
源
泉
に
な
っ
た
と
述
べ
た
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
こ
う
し
た
中
国
の
詩
意
図
が
、
詩
に
登
場
す
る
人
物
を
主
題
の
中
に
描
き
込
み
、
彼

ら
の
営
み
が
画
中
に
比
較
的
大
き
く
配
さ
れ
て
い
る
点
に
は
、
注
意
を
払
っ
て
お
い
て
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、「
十
便
図
」
や
「
十
宜
図
」
に
見
ら
れ
る
人
物
に
近
接
し

た
表
現
は
、
中
国
絵
画
に
お
け
る
詩
意
図
の
伝
統
を
、
あ
る
程
度
は
意
識
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
意
味
で
、
人
物
が
画
中
に
全
く
登
場
せ
ず
、
水
墨
を
主
体
に
描
か
れ
た
蕪

村
の
「
宜
冬
図
」「
宜
晴
図
」「
宜
陰
図
」「
宜
雨
図
」
な
ど
は
、
園
林
図
と
し
て
も
詩
意

図
と
し
て
も
、
か
な
り
異
例
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
中
国
の
清
時
代
の
初
め
に
活
躍
し
た
王
時
敏
（
一
五
九
二

～
一
六
八
〇
）
筆
「
杜
甫
詩
意
図
冊
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
の
よ
う
な
詩
意
図
を
、

比
較
対
象
と
し
て
挙
げ
る
の
が
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
図
は
た
し
か
に
画

挿図 5  王時敏筆「杜甫詩意図冊」（北京・故宮博物院蔵）
のうち「第五図」

挿図 6  王時敏筆「杜甫詩意図冊」（北京・故宮博物院蔵）
のうち「第八図」

挿図 4  王時敏筆 「杜甫詩意図冊」 （北京・故宮博物院蔵）
のうち 「第三図」
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紅
葉
の
表
現
、「
第
八
図
」（
挿
図
6
）
と
「
宜
冬
図
」
に
見
る
遠
景
の
土
坡
と
隆
起
す
る
山
、

さ
ら
に
は
近
景
の
樹
林
、「
第
九
図
」（
挿
図
7
）
と
「
宜
晩
図
」
に
見
る
オ
ー
バ
ー
ハ
ン

挿図10  王時敏筆「倣古山水図冊」（常熟博物館蔵）のうち「倣巨
然図」

挿図 9  王時敏筆「倣古山水図冊」（北京・故宮博物院蔵）の
うち「倣黄鶴山樵図」

挿図 8  王時敏筆「倣古山水図冊」（北京・故宮博物院蔵）の
うち「倣子久図」

挿図 7  王時敏筆「杜甫詩意図冊」（北京・故宮博物院蔵）
のうち「第九図」

            



四
四

美

術

研

究

四

三

四

号

224

ら
中
景
の
米
点
風
の
樹
林
、
簡
素
な
家
屋
、
水
気
の
多
い
筆
致
で
描
か
れ
た
遠
景
の
山
々

な
ど
、
類
似
し
た
筆
触
と
要
素
に
よ
っ
て
両
者
の
山
水
図
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物

語
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
う
し
た
王
時
敏
の
作
例
の
多
く
が
、
過
去
の
画
家
の
画
風
に

倣
っ
て
描
い
た
こ
と
を
表
明
し
た
、
い
わ
ゆ
る
倣
古
図
で
あ
る
点
も
重
要
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
か
か
る
倣
古
図
の
中
に
は
、
王
時
敏
筆
「
倣
古
山
水
図
冊
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院

蔵
）
の
「
倣
趙
令
穣
江
郷
清
夏
図
」（
挿
図
11
）
の
よ
う
に
著
色
や
淡
彩
を
用
い
た
例
も
あ

り
、「
宜
夏
図
」
な
ど
に
は
、
そ
れ
ら
の
影
響
も
感
じ
ら
れ
る
の
だ
が
、
む
し
ろ
水
墨
を

主
体
と
し
、
画
中
に
人
物
を
描
か
ず
、
渇
筆
や
擦
筆
や
米
点
を
主
体
と
し
た
、
よ
り
文
人

画
ら
し
い
蕪
村
の
「
十
宜
図
」
の
作
例
に
、
こ
の
よ
う
な
倣
古
図
か
ら
の
影
響
が
強
く
う

か
が
え
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
蕪
村
自
身
が
讃
岐
時
代
に
描
い
た
作
品
の
中
で
倣
っ
た
こ
と
を
表
明
し
て

い
る
中
国
の
明
時
代
末
に
活
躍
し
た
銭
貢
（
生
没
年
未
詳
）
と
い
う
画
家
の
米
法
山
水
風

の
作
例
（
挿
図
12
）
も
、
あ
る
い
は
参
考
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
宜

陰
図
」
の
よ
う
な
米
点
を
主
体
と
し
た
作
例
で
は
、
文
徴
明
（
一
四
七
〇
～
一
五
五
九
）

や
董
其
昌
（
一
五
五
五
～
一
六
三
六
）
と
い
っ
た
、
よ
り
正
統
的
な
中
国
の
明
時
代
の
文

人
画
家
の
作
例
を
、
蕪
村
自
身
は
強
く
意
識
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
北
関

東
時
代
の
蕪
村
が
文
徴
明
の
八
勝
図
を
写
し
た
と
さ
れ
る「
文
徴
明
八
勝
図
巻
」（
個
人
蔵
）

で
は
、「
第
三
図
」（
挿
図
13
）
に
描
か
れ
た
山
肌
に
米
点
を
多
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
蕪

村
が
実
見
で
き
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
柳
沢
淇
園
（
一
七
〇
三
～
五
八
）
が
見
た
こ
と
は

確
実
な
「
臥
遊
千
里
図
画
冊
」（
唐
招
提
寺
蔵
）
に
は
、
董
其
昌
の
款
記
の
あ
る
「
山
水
図
」

が
含
ま
れ
る）11
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
王
時
敏
を
は
じ
め
文
徴
明
や
董
其
昌
と
い
っ
た
中
国
の
画
家
の
作
例

に
、
蕪
村
自
身
が
、
ど
れ
だ
け
接
触
で
き
た
の
か
現
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
。
今
は
、
こ

グ
す
る
鋭
角
的
な
山
、
月
、
近
景
の
樹
林
と
い
っ
た
部
分
に
、
よ
く
似
た
表
現
が
確
認
で

き
る
。

今
、
試
み
に
、
こ
う
し
た
作
例
に
導
か
れ
な
が
ら
王
時
敏
の
画
帖
を
見
て
み
る
と
、
蕪

村
の
「
十
宜
図
」
に
描
か
れ
た
水
墨
主
体
の
作
例
と
、
い
く
つ
か
の
類
似
す
る
構
図
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
王
時
敏
筆
「
倣
古
山
水
図
冊
」（
北
京
・
故
宮
博

物
院
蔵
）
の
「
倣
子
久
図
」（
挿
図
8
）
と
「
宜
冬
図
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
遠
景
に
平

ら
な
山
を
配
し
、
左
手
に
丸
み
の
あ
る
山
、
近
景
に
特
徴
的
な
樹
林
を
描
き
、
樹
林
の
向

こ
う
に
家
屋
が
並
ぶ
、
と
い
う
構
図
は
、
筆
触
と
い
い
、
表
現
と
い
い
、
何
ら
か
の
関
わ

り
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
同
じ
王
時
敏
の
画
帖
に
登
場
す
る
「
倣
黄
鶴
山
樵
図
」（
挿

図
9
）
は
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
す
る
岩
山
と
、
そ
れ
を
描
き
出
す
か
す
れ
た
筆
触
、
遠
景

の
水
っ
ぽ
い
山
々
と
、
米
点
風
の
筆
触
の
多
用
、
と
い
う
点
で
、
蕪
村
の
「
宜
晴
図
」
と

近
似
す
る
部
分
が
多
い
。
さ
ら
に
、
王
時
敏
筆
「
倣
古
山
水
図
冊
」（
常
熟
博
物
館
蔵
）
中

の
「
倣
巨
然
図
」（
挿
図
10
）
と
「
宜
晴
図
」
と
の
比
較
は
、
主
山
の
山
の
形
、
近
景
か

挿図11  王時敏筆「倣古山水図冊」（北京・故宮博物院蔵）
のうち「倣趙令穣江郷清夏図」
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こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
作
例
か
ら
具
体
的
な
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
十
宜

図
」
の
水
墨
を
主
体
と
し
た
作
例
の
中
に
用
い
ら
れ
る
渇
筆
や
擦
筆
や
米
点
と
い
っ
た
一

見
突
飛
に
も
見
え
る
表
現
が
、
中
国
の
明
末
清
初
の
「
倣
古
図
冊
」
の
中
に
し
ば
し
ば
登

場
し
て
お
り
、
結
果
的
に
蕪
村
の
表
現
が
、
そ
れ
ら
と
比
較
的
近
い
と
い
う
こ
と
を
確
認

す
る
に
と
ど
め
た
い
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
今
度
は
蕪
村
の
画
業
の
中
で
、「
十
宜
図
」
へ
と
至
る
中
国
絵
画
学

習
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
ど
の
よ
う
に
醸
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
目
を
転
じ
て
み
る
必
要
も

あ
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
蕪
村
の
画
業
に
お
け
る
中
国
絵
画
学
習
へ
の
模
索

蕪
村
の
中
国
絵
画
学
習
へ
の
模
索
は
、
丹
後
時
代
を
終
え
て
再
び
京
都
に
戻
っ
た
、
四

十
五
歳
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
状
況
を
最
も
よ
く
示
す
の
が
、

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
描
か
れ
た
「
倣
王
叔
明
山
水
図
屛
風
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

（
挿
図
14
）
と
「
倣
米
南
宮
山
水
図
屛
風
」（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
美
術
館
蔵
）（
挿

図
15
）
で
あ
る
。
現
在
は
所
蔵
先
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
六
曲
一
双
の
屛
風
で
、

挿図12 銭貢筆「山水図冊」（北京・故宮博物院蔵）

挿図13 与謝蕪村筆「文徴明八勝図巻」（個人蔵）のうち「第三図」
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右
隻
と
さ
れ
る
「
倣
王
叔
明
山
水
図
屛
風
」
は
、
王
叔
明
す
な
わ
ち
中

国
の
元
時
代
の
画
家
で
あ
る
王
蒙
（
一
三
〇
八
～
八
五
）
に
倣
い
、
左

隻
と
さ
れ
る
「
倣
米
南
宮
山
水
図
屛
風
」
は
、
米
南
宮
す
な
わ
ち
中
国

の
北
宋
時
代
の
画
家
で
あ
る
米
芾
（
一
〇
五
一
～
一
一
〇
七
）
に
倣
っ

て
描
い
た
こ
と
を
、
蕪
村
自
身
が
画
中
に
記
し
て
い
る）12
（

。
こ
れ
ら
は
、

蕪
村
自
身
が
最
も
初
期
に
手
が
け
た
倣
古
図
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要

と
い
え
よ
う）13
（

。

も
ち
ろ
ん
「
倣
王
叔
明
山
水
図
屛
風
」
に
、
王
蒙
の
画
風
と
の
類
似

性
を
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
い
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
お

り
で
あ
る）14
（

。
し
か
し
、
中
国
唐
時
代
の
画
家
で
あ
る
呉
道
玄
（
生
没
年

未
詳
）
が
酒
に
酔
っ
て
壁
画
を
一
日
で
完
成
さ
せ
た
と
い
う
故
事
を
画

中
に
記
す
な
ど
、
中
国
絵
画
の
画
法
に
倣
う
こ
と
を
蕪
村
自
身
が
表
明

し
、
大
胆
な
水
墨
技
法
を
屛
風
の
左
右
で
対
比
さ
せ
た
点
に
こ
そ
、
蕪

村
の
中
国
絵
画
に
対
す
る
深
い
理
解
が
読
み
取
れ
る
。「
十
宜
図
」
に

「
倣
王
叔
明
山
水
図
屛
風
」
か
ら
の
余
韻
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
が）15
（

、

「
十
宜
図
」
に
多
用
さ
れ
る
米
点
風
の
筆
触
は
、
明
ら
か
に
「
倣
米
南

宮
山
水
図
屛
風
」
に
端
を
発
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
国
絵
画
学
習
へ
の
蕪
村
の
志
向
は
、
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）、
四
十
八
歳
で
描
い
た
「
野
馬
図
屛
風
」（
京
都
国
立
博
物

館
蔵
）
に
お
け
る
南
蘋
画
風
の
学
習
へ
も
引
き
継
が
れ）16
（

、
と
く
に
、
屛

風
講
（
絖
と
い
う
光
沢
の
あ
る
絹
の
屛
風
に
描
き
た
い
が
高
価
な
絖
は
買

え
な
い
と
蕪
村
が
嘆
い
た
の
を
聞
い
て
、
弟
子
た
ち
が
資
金
を
出
し
合
っ
て

援
助
し
た
講
組
織
）
の
た
め
に
『
蒙
求
』
と
い
う
中
国
故
事
の
解
説
書

を
参
考
に
し
て
描
い
た
「
草
廬
三
顧
・
蕭
何
追
韓
信
図
屛
風）17
（

」（
野
村

挿図14 与謝蕪村筆「倣王叔明山水図屛風」（京都国立博物館蔵） 宝暦10年（1760）

挿図15 与謝蕪村筆「倣米南宮山水図屛風」（ロサンゼルス・カウンティー美術館蔵）
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得
へ
向
け
て
、
あ
る
種
の
宣
伝
効
果
を
も
た
ら
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
本
当
の
意
味
で
蕪
村
が
良
質
な
中
国
絵
画
か
ら
学
ぶ
機
会
を
得
た
の
は
、
明
和

三
年
（
一
七
六
六
）
五
十
一
歳
の
冬
か
ら
約
一
年
半
を
過
ご
し
た
、
讃
岐
時
代
で
の
こ
と

だ
ろ
う
。

琴
平
の
俳
諧
仲
間
で
あ
り
、
蕪
村
を
讃
岐
に
招
い
た
張
本
人
で
も
あ
る
菅
暮
牛
（
一
七

二
六
～
九
九
）
の
「
臨
川
亭
」
で
描
い
た
こ
と
が
款
記
か
ら
わ
か
る
「
倣
銭
貢
山
水
図
」（
京

都
国
立
博
物
館
蔵
）（
挿
図
16
）
は
、
明
時
代
末
の
蘇
州
で
活
躍
し
た
文
徴
明
の
様
式
を
継

承
す
る
銭
貢
と
い
う
画
家
の
筆
法
に
倣
っ
た
こ
と
を
款
記
で
明
示
し
て
お
り
、
画
風
に
も

明
時
代
末
の
文
徴
明
様
式
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る）18
（

。
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
琴
平
で
、

銭
貢
筆
「
山
水
図
冊
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）（
挿
図
17
）
の
よ
う
な
何
ら
か
の
具
体
的

な
作
例
を
見
て
、
触
発
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
様
に
、「
南
海
客
舎
」と
い
う
款
記
か
ら
、
讃
岐
時
代
に
描
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な「
寒

山
拾
得
図
」（
個
人
蔵
）
も
、
劉
俊
（
生
没
年
未
詳
）
と
い
う
明
時
代
の
画
家
に
倣
っ
た
こ

と
を
款
記
で
示
し
た
作
例
で
あ
る）19
（

。
や
や
グ
ロ
テ
ス
ク
な
人
物
の
表
情
も
、
伝
劉
俊
筆

「
寒
山
拾
得
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
か
ら
の
影
響
が
具
体
的
に
想
定
さ
れ
よ
う
。

一
方
、
先
の
菅
暮
牛
の
菩
提
寺
で
あ
る
丸
亀
の
妙
法
寺
で
描
い
た
「
蘇
鉄
図
屛
風
」（
妙

法
寺
蔵
）
は
、
も
と
も
と
妙
法
寺
の
襖
絵
で
あ
っ
た
も
の
で
、
鶴
亭
（
一
七
二
二
～
八
六
）

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
黄
檗
画
僧
の
作
例
か
ら
の
影
響
も
想
定
さ
れ
る
が
、
妙
法
寺
に
は
、

実
際
に
本
堂
の
庭
に
蘇
鉄
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
「
階
前
闘
奇
」
と
い

う
題
を
蕪
村
自
身
が
つ
け
た
の
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る）20
（

。

こ
れ
に
対
し
、
同
じ
く
妙
法
寺
に
残
る
「
竹
図
」（
挿
図
18
）
は
、「
擬
董
其
昌
」
と
い

う
款
記
か
ら
、
明
時
代
の
画
家
で
あ
る
董
其
昌
に
な
ぞ
ら
え
た
こ
と
が
わ
か
る
重
要
な
作

例
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
隠
元
隆
琦
将
来
と
売
立
目
録
に
記
載
さ
れ
る
伝
董
其
昌
筆
「
風

竹
図
」（
挿
図
19
）
の
よ
う
な
董
其
昌
の
伝
称
作
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

美
術
館
蔵
）
や
「
龍
山
落
帽
・
春
夜
桃
李
園
図
屛
風
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）
へ
と
展
開
し

て
い
く
。
屛
風
講
は
、
蕪
村
に
、
絖
の
マ
チ
エ
ー
ル
表
現
（
絵
画
表
面
に
お
け
る
質
感
描

写
）
へ
の
挑
戦
と
と
も
に
、
大
作
の
確
実
な
販
路
を
生
み
、
大
き
な
制
作
機
会
を
与
え
た

が
、
そ
う
し
た
大
作
に
、
か
か
る
新
奇
な
中
国
主
題
を
描
い
た
こ
と
は
、
新
た
な
顧
客
獲挿図16 与謝蕪村筆「倣銭貢山水図」（京都国立博物館蔵）
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こ
こ
で
は
、
董
其
昌
と
い

う
最
も
正
統
的
な
文
人
画

の
名
前
を
冠
し
た
倣
古
図

が
、「
十
宜
図
」
を
描
く

少
し
前
の
時
期
に
あ
た
る

讃
岐
時
代
の
終
わ
り
に
描

か
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調

し
て
お
こ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
蕪
村

は
讃
岐
で
の
旅
を
通
し

て
、
中
国
絵
画
へ
の
理
解

や
造
形
体
験
を
確
実
に
蓄

え
て
い
き
、
中
国
の
主
題

や
表
現
に
対
す
る
豊
富
な

経
験
と
、
高
い
理
解
を
獲

得
し
て
い
っ
た
よ
う
な
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
讃
岐
時

代
に
お
け
る
自
ら
の
画
風

へ
の
模
索
に
、
あ
る
程
度

の
手
応
え
を
感
じ
て
い
た

と
み
ら
れ
る
蕪
村
だ
が
、

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

に
再
び
京
都
へ
戻
っ
た
五

十
三
歳
の
蕪
村
は
、
し
ば
ら
く
俳
諧
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
る
。
明
和
五
年
か
ら
六

年
（
一
七
六
八
～
六
九
）
に
か
け
て
は
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
、
年
に
二
十
回
近
い
句
会

を
開
い
て
い
る
も
の
の
、
年
紀
の
あ
る
絵
画
作
例
は
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
夜
半
亭
二
世
の
継
承
を
意
識
し
た
も
の
の
よ
う
で
、

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
三
月
に
、
亡
き
師
で
あ
る
早
野
巴
人
（
一
六
七
六
～
一
七
四
二
）

の
夜
半
亭
を
継
ぎ
、
翌
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
一
月
に
、
そ
の
襲
名
披
露
を
兼
ね
た
『
明

和
辛
卯
春
』
と
い
う
春
興
帖
を
刊
行
し
た
こ
ろ
か
ら
、
よ
う
や
く
画
業
を
再
開
し
は
じ
め

る
。
そ
ん
な
蕪
村
が
、
数
年
の
画
業
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
ろ
に
描
い

た
の
が
、
ま
さ
し
く
「
十
宜
図
」
だ
っ
た
。

挿図19  伝董其昌筆「風竹図」（『子爵堀川家
及某大家御藏品展觀入札』所収）

挿図18  与謝蕪村筆「竹図」（妙法
寺蔵）

挿図17 銭貢筆「山水図冊」（北京・故宮博物院蔵）
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四
「
十
便
図
」
の
克
服

（
一
）「
四
季
山
水
図
」
の
連
作

佐
藤
康
宏
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
蕪
村
が
、
大
雅
の「
十
便
図
」の
表
現
に
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
を
感
じ
た
の
か
ど
う
か
は
、
本
当
の
と
こ
ろ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、
蕪
村
が

「
十
宜
図
」
後
に
制
作
し
て
い
く
一
連
の
「
四
季
山
水
図
」
の
中
に
、
大
雅
の
「
十
便
図
」

か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り
蕪
村
が「
十
宜
図
」の
出
来
に
満
足
で
き
ず
、「
十

便
図
」
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
今
は
、
蕪
村
が
「
十
便
図
」
を
克
服
し
て

い
く
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。

ま
ず
、「
十
宜
図
」
の
翌
年
に
描
い
た
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
の
「
四
季
山
水
図）21
（

」（
文

化
庁
蔵
、
重
要
文
化
財
）（
挿
図
20
）
で
は
、
題
や
題
詩
を
片
側
に
寄
せ
、
罫
線
を
引
い
た

枠
の
中
に
題
詩
を
書
き
、
印
章
も
あ
ま
り
目
立
た
せ
ず
、
画
面
や
余
白
を
広
く
取
ろ
う
と

す
る
傾
向
が
顕
著
と
い
え
る
。
ま
さ
に
、「
十
宜
図
」
で
の
失
敗
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
翌
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
描
か
れ
た
「
四
季
山
水
図
」（
個
人
蔵
）（
挿

図
21
）
で
は
、
画
中
か
ら
題
や
印
を
ほ
と
ん
ど
排
除
し
、
題
詩
は
、
全
て
罫
線
を
引
い
た

片
側
の
枠
内
に
寄
せ
、
さ
ら
に
、
画
中
の
人
物
に
は
近
接
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描

き
、
そ
の
人
物
の
営
み
へ
の
感
情
移
入
を
見
る
者
に
促
す
工
夫
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

挿図20  与謝蕪村筆「四季山水図」（文化庁蔵）のうち、上から「春」「夏」「秋」「冬」
明和9年（1772）
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て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
、
く
り
か
え
し
四
幅
対
で
描
く
の
か
と
い
う
問
題
が

発
生
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
大
雅
筆
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
―
木
村
蒹
葭
堂
・
林
閬
苑
・
雨
森
章
迪
―

そ
れ
に
対
し
て
、
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
、
大
雅
筆
「
六
遠
図
・
試
錐
図

巻
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）（
本
誌
吉
田
恵
理
氏
論
文
中
の
挿
図
1
、
図
版
一
、
図
版
二
を
参
照
）

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
に
つ
い
て
は
、
本
誌
所
収
の
吉

田
恵
理
氏
の
論
文
に
詳
し
い
が
、
小
さ
な
一
巻
の
巻
物
の
前
半
に
「
高
遠
」「
深
遠
」「
平

遠
」「
闊
遠
」「
迷
遠
」「
幽
遠
」
の
六
つ
の
山
水
図
か
ら
な
る
「
六
遠
図
」
が
あ
り
、
そ

の
後
に
、「
第
一
図

王
右
軍
（
王
羲
之
）
蘭
亭
曲
水
図
」（
図
版
一
（
a
））「
第
二
図

王
黄
門
（
王
徽
之
）
好
竹
図
」（
図
版
一
（
b
））「
第
三
図

林
処
士
（
林
逋
）
隠
逸
図
」（
図

版
二
（
a
））「
第
四
図

王
子
猷
（
王
徽
之
）
訪
友
図
」（
図
版
二
（
b
））
を
主
題
と
し
た

四
つ
の
場
面
か
ら
な
る
「
試
錐
図
」
が
合
装
さ
れ
た
画
巻
で
あ
る
。「
試
錐
図
」
は
、「
壬

午
春
日
」
の
款
記
か
ら
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、「
十

便
図
」
よ
り
も
九
年
前
、
大
雅
四
十
歳
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
四
季
山
水
図）22
（

」（
個
人
蔵
）（
挿
図
22
）
で
、
よ

う
や
く
題
詩
か
ら
の
束
縛
を
少
し
逃
れ
、
淡
彩
や
墨
の
面
的
な
色
彩
効
果
と
、
画
中
人
物

の
行
為
を
魅
力
的
に
描
写
す
る
と
い
う
蕪
村
ら
し
い
表
現
の
端
緒
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な

る
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
四
季
山
水
図
」
の
典
拠
と
し
て
は
、
呉
歴
（
一
六
三

二
～
一
七
一
八
）
筆
「
倣
古
山
水
図
屛
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）（
挿
図
23
）
の
よ
う
な

作
例
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
し
、
ま
た
、「
春
景
」
の
藁
ぶ
き
屋
根
の
葺
き
替
え
や
、

「
夏
景
」
の
風
を
受
け
る
柳
の
描
写
に
は
、
周
臣
（
？
～
一
五
三
五
）
筆
「
夏
畦
時
沢
図
頁
」

（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）（
挿
図
24
）
の
よ
う
な
作
例
か
ら
モ
チ
ー
フ
の
切
り
貼
り
を
お
こ

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
り
も
で
き
る
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蕪
村
は
、

こ
う
し
た
一
連
の
「
四
季
山
水
図
」
制
作
を
通
じ
て
、
徐
々
に
「
蕪
村
ら
し
い
」
表
現
を

身
に
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
連
の
「
四
季
山
水
図
」
の
う
ち
、
と
り
わ
け
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

と
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
「
四
季
山
水
図
」
に
は
、「
四
季
」
と
し
て
の
規
範
力
が

弱
く
、
必
ず
し
も
春
夏
秋
冬
を
見
分
け
ら
れ
な
い
点
に
は
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

要
す
る
に
、「
十
便
図
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
か
つ
四
季
を
描
き
分
け

挿図21  与謝蕪村筆「四季山水図」（個人蔵）の
うち、上から「春」「夏」「秋」「冬」  
安永2年（1773）
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こ
れ
ら
「
六
遠
図
」
と
「
試
錐
図
」
と
が
、
当
初
か
ら
セ
ッ
ト
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は

未
詳
だ
が
、
今
は
、
い
ず
れ
も
小
さ
な
画
面
の
左
横
に
長
方
形
の
枠
を
設
け
、
そ
の
中
に

罫
線
を
引
い
て
題
詩
を
書
い
て
い
る
と
い
う
点
を
重
視
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た

題
詩
の
処
理
は
、
中
国
絵
画
に
お
い
て
も
張
瑞
図
（
一
五
七
〇
～
一
六
四
一
）
筆
「
山
水

書
画
巻
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
ほ
か
、
沈
士
充
（
生
没
年
未
詳
）
筆
「
倣

挿図22 与謝蕪村筆「四季山水図」（個人蔵）のうち、右から「春景」「夏景」「秋景」「冬景」 安永3年（1774）

挿図23 呉歴筆「倣古山水図屛」（北京・故宮博物院蔵）
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二
点
に
お
い
て
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
一
点

は
、
六
図
と
四
図
で
構
成
さ
れ
た
合
計
十
図

か
ら
な
っ
て
お
り
、
奇
し
く
も
「
十
便
十
宜

図
」
と
同
じ
図
数
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
第

二
点
は
、
後
半
の
「
試
錐
図
」
が
、
蕪
村
の

一
連
の
「
四
季
山
水
図
」
へ
の
影
響
を
強
く

感
じ
さ
せ
、
ま
さ
し
く
四
図
か
ら
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
六
遠
図
・
試

錐
図
巻
」
は
、
十
図
と
い
う
図
数
の
関
係
か

ら
も
大
雅
の「
十
便
図
」の
先
行
作
例
に
な
っ

た
と
み
ら
れ）24
（

、
か
つ
、
蕪
村
が
「
十
宜
図
」

の
制
作
後
に
「
四
季
山
水
図
」
を
描
く
に
あ

た
っ
て
、「
十
便
図
」
以
前
の
大
雅
の
作
例

で
あ
る
「
試
錐
図
」
か
ら
影
響
を
受
け
た
可

能
性
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

た
と
え
ば
、「
試
錐
図
」
で
は
、
松
葉
や

竹
林
、
柳
の
葉
と
い
っ
た
緑
の
彩
色
の
描
写

に
、
大
雅
ら
し
い
点
描
の
み
な
ら
ず
、
広
い

面
的
な
筆
触
を
加
え
て
お
り
、
蕪
村
の
安
永

二
年
（
一
七
七
三
）
の
「
四
季
山
水
図
」
の

風
に
揺
れ
る
柳
や
松
葉
、
竹
林
の
表
現
に
近

い
。
同
様
に
、「
試
錐
図
」
の
「
第
一
図

王
右
軍
（
王
羲
之
）
蘭
亭
曲
水
図
」
や
「
第

二
図

王
黄
門
（
王
徽
之
）
好
竹
図
」
に
見

宋
元
十
四
家
山
水
図
巻）23
（

」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
の
よ
う
に
罫
線
が
引
か
れ
る
場
合
も

確
認
で
き
る
た
め
、
大
雅
や
蕪
村
が
か
か
る
作
例
に
学
ん
だ
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
大
雅
の
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
の 挿図24 周臣筆「夏畦時沢図頁」（北京･ 故宮博物院蔵）
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こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る）28
（

。
そ
の
閬
苑
が
、「
六

遠
図
」
の
所
蔵
者
で
あ
る
蒹
葭
堂
か
ら
依
頼

さ
れ
て
、「
六
遠
図
模
写
」（
挿
図
25
）
を
描

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
閬
苑

の
模
写
に
は
「
試
錐
図
」
の
方
は
写
さ
れ
て

お
ら
ず
、
さ
ら
に
「
六
遠
図
模
写
」
も
、
蕪

村
没
後
三
年
を
経
た
、
天
明
六
年
（
一
七
八

六
）
の
制
作
に
な
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
閬

苑
は
、
奇
し
く
も
「
十
宜
図
」
が
描
か
れ
る

八
か
月
ほ
ど
前
に
刊
行
さ
れ
た
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
の
蕪
村
の
春
興
帖
『
明
和
辛

卯
春
』
に
、「
せ
い
ぼ

う
ち
こ
ぼ
す
墨
も

師
走
の
千
枚
画

浪
花

閬
苑）29
（

」
と
い
う
句

を
寄
せ
る
人
物
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。「
閬
苑
」
と
い
う
雅
号
の
初

出
は
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
と
も
さ
れ

る
た
め）30
（

、
な
お
検
討
が
必
要
で
は
あ
る
も
の

の
、
句
の
内
容
か
ら
見
て
、
作
者
の
「
浪
花

閬
苑
」
が
画
家
で
あ
る
可
能
性
は
高
く
、
執

筆
者
は
、
や
は
り
林
閬
苑
そ
の
人
で
は
な
い

か
と
想
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
画

家
と
し
て
の
閬
苑
は
、
大
雅
風
の
山
水
図
に

倣
っ
た
作
例
を
は
じ
め
、
蕪
村
の
俳
画
風
の

作
品
、
あ
る
い
は
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
～

る
家
屋
内
の
人
物
描
写
や
、
人
物
同
士
の
呼
応
す
る
関
係
は
、
蕪
村
の
安
永
三
年
（
一
七

七
四
）
の
「
四
季
山
水
図
」
の
「
夏
景
」
の
人
物
表
現
と
近
似
す
る
。
ま
た
、「
第
四
図

王
子
猷
（
王
徽
之
）
訪
友
図
」
に
描
か
れ
る
舟
は
、
高
士
と
船
頭
の
間
に
近
景
の
樹
木
が

あ
る
が
、
蕪
村
の
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
四
季
山
水
図
」
の
「
秋
景
」
の
舟
で
も

高
士
と
船
頭
の
間
に
近
景
の
樹
木
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
「
第
四
図

王
子
猷

（
王
徽
之
）
訪
友
図
」
の
雪
景
の
構
図
や
土
坡
の
配
置
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
四

季
山
水
図
」
の
「
冬
景
」
の
構
図
と
共
通
す
る
。
さ
ら
に
、「
第
二
図

王
黄
門
（
王
徽
之
）

好
竹
図
」
に
描
か
れ
る
網
代
状
の
垣
根
は
、
蕪
村
の
晩
年
作
の
「
竹
渓
訪
隠
図
」（
個
人
蔵
、

重
要
文
化
財
）
に
登
場
す
る
モ
チ
ー
フ
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
両
者
が
偶
然
に

一
致
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
よ
う
。

加
え
て
、「
試
錐
図
」
は
、「
第
一
図

王
右
軍
（
王
羲
之
）
蘭
亭
曲
水
図
」
の
右
下
に
「
倣

李
公
麟
之
筆
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
中
国
の
北
宋
時
代
の
画
家
で
あ
る
李
公
麟
（
一
〇
四

九
～
一
一
〇
六
）
に
倣
っ
て
描
い
た
と
表
明
し
た
倣
古
図
で
あ
る
点
も
興
味
深
く）25
（

、
一
方

の
「
六
遠
図
」
は
、
末
尾
に
あ
る
「
秋
日
奉
似
蒹
葭
木
詞
宗
正
」
か
ら
、
大
坂
の
最
も
著

名
な
文
人
で
あ
る
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
）
の
た
め
に
大
雅
が
描
い
た
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
点
で
も
意
義
深
い
。

実
は
、
蒹
葭
堂
は
、「
十
便
十
宜
図
」
の
題
字
を
書
い
た
増
山
雪
斎
と
も
親
し
く
、
一

説
で
は
「
十
便
十
宜
図
」
の
発
注
や
仲
介
に
関
与
し
、
あ
る
い
は
一
時
所
蔵
し
た
と
の
見

解
も
提
示
さ
れ
て
い
る）26
（

。
蕪
村
と
蒹
葭
堂
と
の
接
触
は
、
現
状
で
は
、
安
永
八
年
（
一
七

七
九
）
九
月
二
十
一
日
の
一
度
の
み
し
か
確
認
が
取
れ
な
い
の
だ
が）27
（

、
蕪
村
と
蒹
葭
堂
の

関
係
を
考
え
る
う
え
で
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
こ
の「
六
遠
図
」の
模
写
が
、
林
閬
苑（
生

没
年
未
詳
）
と
い
う
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

林
閬
苑
は
、
主
に
大
坂
で
活
躍
し
た
画
家
で
、
不
明
な
点
が
多
い
も
の
の
、
一
時
は
京

都
の
相
国
寺
に
滞
在
し
、
京
都
の
寺
社
に
所
蔵
さ
れ
る
中
国
絵
画
な
ど
の
古
画
に
学
ん
だ

挿図25 林閬苑筆「六遠図模写」（個人蔵） 天明6年（1786）
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一
八
〇
〇
）
に
倣
っ
た
よ
う
な
作
品
を
残
し
て
お
り）31
（

、
大
雅
・
蕪
村
・
若

冲
の
三
者
を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
も
興
味
深
い
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
大
雅
筆
「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
の
跋
文
筆
者
の
中
に
、
雨
森

章
迪
（
一
七
三
二
～
八
六
）
と
思
し
き
人
物
が
含
ま
れ
て
い
る
点
も
見
逃

せ
な
い
。
章
迪
は
、
京
都
の
医
師
で
、
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る

が
、
鉄
僧
と
い
う
俳
号
で
蕪
村
門
の
俳
諧
師
た
ち
と
交
流
し
、
さ
ら
に
は

蕪
村
の
墓
碑
の
字
を
書
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
実
は
、
先
述
し
た
蕪
村
と

蒹
葭
堂
が
接
触
し
た
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
九
月
二
十
一
日
、
京
都
へ

滞
在
し
て
い
た
蒹
葭
堂
を
訪
ね
た
人
物
の
中
に
は「
蕪
村
」と
と
も
に「
森

章
適
」
な
る
人
物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
雨
森
章
迪
を
指
す）32
（

。
章
迪

に
つ
い
て
は
未
詳
な
点
も
多
く
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
を
待
ち

た
い
が
、
こ
う
し
た
閬
苑
や
章
迪
に
よ
り
、
蕪
村
は
大
雅
の
「
六
遠
図
・

試
錐
図
巻
」
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

一
連
の
蕪
村
の
「
四
季
山
水
図
」
の
表
現
は
、
大
雅
の
「
試
錐
図
巻
」

か
ら
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
感
じ
さ
せ
る
し
、「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」

に
ま
つ
わ
る
人
的
交
流
も
、
蕪
村
と
の
近
さ
を
強
く
物
語
っ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、「
六
遠
図
・
試
錐
図
巻
」
そ
れ
自
体
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
類
す
る
大
雅
の
作
品
か
ら
、
蕪
村
が
何
ら
か
の
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
可
能
性
は
考
え
て
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

蕪
村
が
「
十
便
図
」
を
克
服
す
る
過
程
に
お
い
て
、「
十
便
図
」
以
前
の

大
雅
の
作
品
か
ら
学
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
何
と
も
皮
肉
な
こ
と
で
は
あ
る

が
、
ゆ
え
に
こ
そ
蕪
村
は
「
十
便
図
」
を
克
服
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
雅
と
蕪
村
が
、「
十
便
十
宜
図
」
だ
け
で
は
な
く
、
俳

諧
で
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
早
く
に
尾
形
仂
氏
が
指
摘
し
て
い
る

挿図26 与謝蕪村筆「竹林茅屋・柳蔭帰路図屛風」（個人蔵）
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挿図27 謝成筆「山水図頁」（北京・故宮博物院蔵）挿図28 樊沂筆「山水図頁」（北京・故宮博物院蔵）

挿図29 樊沂筆「柳村漁楽図巻」（北京・故宮博物院蔵）部分

挿図30 陸 筆「江山泛舟図巻」（個人蔵）部分
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た
と
え
ば
、
蕪
村
の
晩
年
の
代
表
作
「
夜
色
楼
台
図
」（
個
人
蔵
、
国
宝
）
で
は
、
画
面

と
完
全
に
分
け
て
、
題
詩
を
書
く
た
め
の
白
い
区
画
を
作
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
を
画
面
の

右
端
に
寄
せ
て
お
り
、
こ
れ
に
類
す
る
表
現
は
、「
峨
嵋
露
頂
図
巻
」（
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｋ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
蔵
、
重
要
文
化
財
）
に
も
う
か
が
え
る
。
ま
た
、「
竹
林
茅
屋
・
柳
蔭
帰
路
図
屛
風
」

（
個
人
蔵
、
重
要
文
化
財
）（
挿
図
26
）
は
、
六
曲
一
双
屛
風
の
右
隻
・
左
隻
そ
れ
ぞ
れ
の
第

一
扇
全
体
に
金
箔
を
貼
り
、
そ
の
上
に
、『
聯
珠
詩
格
』
と
い
う
詩
文
集
に
載
る
中
国
の

唐
時
代
末
の
詩
人
の
七
言
絶
句
を
記
し
た
、
き
わ
め
て
変
わ
っ
た
形
式
の
屛
風
で
あ
る

が
、
ま
さ
に
第
一
扇
の
金
箔
の
上
に
書
か
れ
た
題
詩
が
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
の
題
詩
の

余
韻
と
も
み
な
せ
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
「
竹
林
茅
屋
・
柳
蔭
帰
路
図
屛
風
」
に
描
か
れ
る
、
蕪
村
の
晩
年
作
の
柔
ら

か
い
筆
致
と
鮮
や
か
な
淡
彩
で
翻
案
さ
れ
た
山
水
の
景
は
、
ま
る
で
日
本
の
風
景
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
同
時
に
、
蘇
州
や
金
陵
で
活
躍
し
た
中
国
の
明
末
清
初
の
画
家
た
ち
の
作

し
、
執
筆
者
自
身
も
か
つ
て
注
意
を
促
し
た
こ
と
が
あ
る）33
（

。
す
な
わ
ち
、
安
永
三
年
（
一

七
七
四
）
正
月
の
蕪
村
の
春
興
帖
に
載
る
「
さ
い
た
ん

い
せ
の
初
日
獅
子
と
天
狗
は
起

出
た
り

大
雅
堂
」
の
句
や
、
翌
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
蕪
村
の
春
興
帖
に
載
る
「
芳

野
山
名
所

愛
染
霞
始
靆

大
雅
堂
」
の
句
だ
が）34
（

、
と
り
わ
け
後
者
は
「
あ
い
ぜ
ん
の
か

す
み
は
じ
め
て
た
な
び
く
」
と
漢
詩
文
調
で
読
ま
す
あ
た
り
が
秀
逸
で
、
大
雅
の
文
学
的

才
能
に
、
蕪
村
も
末
恐
ろ
し
く
感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
大
雅
は
、
中
国
絵
画
の
主
題
や
表
現
を
学
び
つ
つ
、
日
本
的
な
主
題
や
表
現

も
積
極
的
に
摂
取
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
和
歌
へ
の
造
詣
も
深
く
、
琳
派
風
の
表
現

な
ど
も
用
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
日
本
の
風
景
を
題
材
と
し
た
真
景

図
を
手
が
け
る
こ
と
で
、
中
国
の
文
人
画
に
は
な
い
独
自
の
表
現
を
獲
得
し
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
日
本
の
文
人
画
を
大
成
さ
せ
た
と
も
さ
れ
る
。

蕪
村
は
、
丹
後
時
代
以
来
、
絵
画
で
は
中
国
風
の
主
題
と
表
現
を
中
心
に
描
い
て
き
た

が
、
逆
に
大
雅
は
、
こ
う
し
た
中
国
と
日
本
の
垣
根
を
早
々
に
取
り
払
い
、
よ
り
自
由
で

の
び
の
び
と
し
た
日
本
ら
し
い
文
人
画
の
表
現
を
、
す
で
に
獲
得
し
て
い
た
と
も
い
え
よ

う
。
要
す
る
に
、
蕪
村
は
、「
十
便
図
」
に
向
き
合
わ
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、「
十
便
図
」
を

克
服
し
よ
う
と
す
る
過
程
に
お
い
て
、
大
雅
に
よ
っ
て
日
本
風
に
翻
案
さ
れ
た
日
本
ら
し

い
文
人
画
の
表
現
を
、
否
応
な
し
に
継
承
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
か
え
っ
て
逆
説
的
に
蕪
村

独
自
の
晩
年
の
表
現
を
獲
得
で
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

お
わ
り
に

今
、
蕪
村
の
晩
年
作
に
つ
い
て
、
個
別
に
論
じ
ら
れ
る
だ
け
の
十
分
な
準
備
は
な
い

が
）
35
（

、
こ
こ
で
は
、
晩
年
作
に
見
ら
れ
る
「
十
便
図
」
の
影
響
の
い
く
つ
か
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
と
り
わ
け
、「
十
便
図
」
の
残
像
の
よ
う
な
表
現
は
、
右
端
に
寄
せ
ら
れ
た
題

詩
の
処
理
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

挿図31 邵弥筆「雑画冊」（北京・故宮博物院蔵）
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が
る
と
指
摘
し
た
「
十
宜
図
」
の
「
宜
風
図
」
も
、
素
早
い
筆
触
と
簡
略
な
淡
彩
の
面
の

広
が
り
が
、
陳
舒
（
一
六
一
二
～
八
二
）
筆
「
三
山
書
院
図
巻
」（
個
人
蔵
）（
挿
図
32
）
と

類
似
し
て
い
る
の
は
、
単
な
る
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
中
国

絵
画
か
ら
の
影
響
を
、「
十
宜
図
」
に
見
た
王
時
敏
の
倣
古
図
な
ど
と
同
様
に
、
よ
り
具

体
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
蕪
村
の
晩
年
の
画
風
が
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
に
引
き
ず
ら
れ
た
だ
け
で
は
な

い
と
い
う
点
も
、
最
後
に
少
し
補
足
し
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、
渇
筆
や
擦
筆
の
印
象

的
な
「
宜
冬
図
」
や
「
宜
雨
図
」
は
、
晩
年
の
「
寒
林
孤
亭
図
」（
個
人
蔵
）（
挿
図
33
）

の
よ
う
な
表
現
へ
と
継
承
さ
れ
、
蕪
村
は
日
本
の
文
人
画
に
お
け
る
渇
筆
や
擦
筆
の
高
い

理
解
と
達
成
を
実
現
し
た
。
実
は
、
大
雅
の
「
六
遠
図
巻
」
に
も
、
渇
筆
や
擦
筆
へ
の
理

解
が
う
か
が
わ
れ
る
表
現
が
あ
り
、
大
雅
筆
「
浅
間
山
真
景
図
」（
個
人
蔵
）
の
よ
う
な

作
例
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
大
雅
の
「
六
遠

図
・
試
錐
図
巻
」
が
蕪
村
の
画
業
へ
与
え
た
影
響
は
、
さ
ら
に
大
き
い
と
も
想
定
さ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
日
本
の
文
人
画
に
お
け
る
渇
筆
や
擦
筆
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
あ

ら
た
め
て
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
宜
陰
図
」
の
よ
う
な
光
へ
の
鋭
敏

例
と
の
共
通
性
を
考
慮
し
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
具
体
的
に
は
、
謝
成
（
一
六
一

二
～
六
六
）
筆
「
山
水
図
頁
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）（
挿
図
27
）
や
、
樊
沂
（
一
六
一

一
～
？
）
筆
「
山
水
図
頁｣

（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）（
挿
図
28
）、
樊
沂
筆
「
柳
村
漁
楽

図
巻
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）（
挿
図
29
）、
陸

（
？
～
一
七
一
六
）
筆
「
江
山
泛
舟
図

巻
」（
個
人
蔵
）（
挿
図
30
）
な
ど
、
金
箋
と
い
う
マ
チ
エ
ー
ル
の
表
現
、
淡
彩
の
面
的
な

使
用
、
さ
ら
に
は
、
な
だ
ら
か
で
温
和
な
山
水
表
現
に
お
い
て
、
蕪
村
が
こ
う
し
た
作
例

に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

蕪
村
の
晩
年
作
と
し
て
著

名
な「
竹
渓
訪
隠
図
」や「
新

緑
杜
鵑
図
」（
文
化
庁
蔵
、
重

要
文
化
財
）
に
、
盛
茂
燁
（
生

没
年
未
詳
）
や
李
士
達
（
生

没
年
未
詳
）
な
ど
の
蘇
州
派

か
ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は

す
で
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ

だ
が）36
（

、
山
肌
の
質
感
描
写

や
、
淡
彩
面
の
広
が
り
な
ど

に
お
い
て
、
邵
弥
（
一
五
九

二
？
～
一
六
四
二
）
筆
「
雑

画
冊
」（
北
京
・
故
宮
博
物
院

蔵
）（
挿
図
31
）
な
ど
の
よ
う

な
作
例
も
、
何
ら
か
の
共
通

性
を
見
せ
て
く
れ
る
。
あ
る

い
は
、
先
に
俳
画
へ
と
つ
な

挿図32 陳舒筆「三山書院図巻」（個人蔵）部分

挿図33  与謝蕪村筆「寒林孤亭図」（個人蔵）  
安永7年（1778）
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図
」
の
各
図
の
多
様
性
を
形
作
り
、「
十
便
十
宜
図
」
の
作
品
と
し
て
の
奥
深
さ
を
生
み

出
し
た
。
ゆ
え
に
、
日
本
の
文
人
画
を
代
表
す
る
画
帖
の
傑
作
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確

固
た
る
も
の
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る
に「
十
便
十
宜
図
」は
、
李
漁
の「
詩
」

に
基
づ
く
「
詩
意
図
」
を
柱
と
し
な
が
ら
も
、
大
雅
が
「
園
林
図
」
的
な
側
面
を
、
蕪
村

が
「
倣
古
図
」
的
な
側
面
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
明
末
清
初
の
中
国
絵
画
に
対
す
る
当
時

の
日
本
の
理
解
を
、
あ
る
種
の
俳
諧
の
連
句
の
よ
う
な
形
で
提
示
し
た
、
日
本
の
文
人
画

な
ら
で
は
の
中
国
趣
味
あ
ふ
れ
る
画
帖
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
蕪
村
の
「
十
宜
図
」
の
表
現
が
、
大
雅
と
の
比
較
と

い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
日
本
の
文
人
画
の
画
帖
と
い
う
形
式
の
中
で
、
大
雅
の
「
十
便

図
」と
同
等
に
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
主
張
し
た
い
。

画
帖
と
い
う
狭
小
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
、
ど
う
や
ら
蕪
村
は
あ
ま
り
得
意
と
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
晩
年
作
で
も
横
長
の
画
面
形
式
や
屛
風
と
い
っ
た
大
画
面
を
比
較
的
好
ん
だ

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
春
光
晴
雨
図
」
や
「
寒
林
孤
亭
図
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
マ
チ

エ
ー
ル
表
現
の
達
成
は
、
逆
に
画
帖
の
よ
う
な
小
画
面
か
ら
の
学
習
成
果
に
起
因
す
る
と

思
し
い
。
こ
う
し
た
日
本
の
文
人
画
に
お
け
る
渇
筆
や
擦
筆
、
お
よ
び
マ
チ
エ
ー
ル
表
現

の
登
場
は
、
黄
公
望
（
一
二
六
九
～
一
三
五
四
）
や
倪
瓚
（
一
三
〇
一
～
七
四
）
と
い
っ
た

元
末
文
人
画
の
日
本
に
お
け
る
理
解
や
、
そ
れ
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
明
清
の

倣
古
図
と
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
を
は
ら
む
。
す
な
わ
ち
、
大
雅
と
蕪
村
の
み
な
ら
ず
、

の
ち
の
浦
上
玉
堂
（
一
七
四
五
～
一
八
二
〇
）
や
野
呂
介
石
（
一
七
四
七
～
一
八
二
八
）
な

ど
へ
も
波
及
す
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
今
は
、「
十
宜
図
」
の
表
現
が
、
こ
れ

ら
の
端
緒
に
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

以
上
、
十
分
な
考
察
に
及
ば
な
か
っ
た
点
も
多
い
が
、「
十
便
十
宜
図
」
か
ら
の
見
通

し
や
、
大
雅
や
蕪
村
に
お
け
る
中
国
絵
画
の
受
容
や
比
較
の
問
題
が
、
今
後
の
日
本
の
文

人
画
研
究
に
、
少
し
で
も
寄
与
す
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
感
覚
を
示
す
表
現
が
、
晩
年
の
「
春
光
晴
雨
図
」
に
つ
な
が
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
蕪
村
の
晩
年
作
に
よ
る
達
成
は
、
大
雅
の
「
十
便
図
」
を
乗

り
越
え
る
過
程
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
蕪
村
自
身
の
「
十
宜
図
」
の
表
現
を
、
よ
り
展
開
・

発
展
さ
せ
て
い
く
中
か
ら
も
育
ま
れ
た
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
「
十
便
十
宜
図
」
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
若
干
の
見
解
を
提
示
し
て

お
こ
う
。
そ
も
そ
も
「
十
便
十
宜
図
」
の
よ
う
な
画
帖
自
体
、
祇
園
南
海
（
一
六
七
六
～

一
七
五
一
）、
柳
沢
淇
園
、
彭
城
百
川
（
一
六
九
七
～
一
七
五
二
）
な
ど
の
作
例
に
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。「
十
便
十
宜
図
」
に
先
行
す
る
、
日
本
の
文
人
画
の

画
帖
と
し
て
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
描
か
れ
た
大
雅
の
「
青
緑
山
水
図
帖
」（
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
や
、
明
和
六
年
か
ら
七
年
（
一
七
六
九
～
七
〇
）
に
か
け
て
文
人
諸

家
が
描
い
た
と
さ
れ
る
「
明
和
南
宗
画
帖
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
知
ら
れ
る
程
度
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
日
本
の
文
人
画
家
が
手
が
け
た
最
初
期
の
画
帖
と
し
て
「
十
便

十
宜
図
」
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

で
あ
る
な
ら
ば
、「
十
便
十
宜
図
」
を
、
単
に
大
雅
と
蕪
村
が
競
い
合
っ
て
作
っ
た
競

作
で
は
な
く
、
両
者
が
と
も
に
作
る
共
作
、
あ
る
い
は
連
作
と
し
て
理
解
す
る
必
要
も
あ

る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
雅
が
、「
園
林
図
（
別
業
図
）」
と
「
詩
意
図
」
の
側
面
を
受

け
持
ち
、
一
方
の
蕪
村
は
「
詩
意
図
」
の
部
分
を
継
承
し
つ
つ
、
む
し
ろ
「
隠
れ
倣
古

図
）
37
（

」
の
よ
う
な
変
化
を
つ
け
て
、
ま
る
で
俳
諧
の
付
合
の
よ
う
な
感
覚
で
、
大
雅
の
「
十

便
図
」
に
応
じ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
、
沈
周
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
明
時
代
の
園
林
図
的
な
要
素
を
大
雅
が
「
十
便
図
」
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
を
、

蕪
村
も
理
解
し
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
蕪
村
は
中
国
絵
画
の
さ
ら
に
新
し
い
時
期
の
明

末
清
初
に
流
行
し
た
倣
古
図
と
い
う
要
素
を
「
十
宜
図
」
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ

り
新
奇
な
付
合
を
試
み
た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

か
か
る
大
雅
と
蕪
村
の
、
あ
る
種
の
役
割
分
担
と
せ
め
ぎ
合
い
こ
そ
が
、「
十
便
十
宜
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な
い
絵
画
を
、「
文
人
画
」
と
呼
ぶ
か
「
南
画
」
と
呼
ぶ
か
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
議
論
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
、
中
国
絵
画
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
同
時
期
の
濃
彩
の
絵
画
を
含
め
て「
唐
画
」

の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
詳
し
く
は
、
佐
藤
康
宏「
雅
俗
の
都
市
像
―
与
謝
蕪
村「
夜

色
楼
台
図
」」（
佐
藤
康
宏
編
『
講
座
日
本
美
術
史

第
一
巻

物
か
ら
言
葉
へ
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
五
年
）
の
註
（
2
）、
佐
藤
康
宏
「
南
画
／
文
人
画
／
南
宗
画
を
横
断
す
る
―
浦
上

玉
堂
の
画
風
変
遷
」（『
浦
上
玉
堂
』
岡
山
県
立
美
術
館･

千
葉
市
美
術
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
伊

藤
紫
織
「
江
戸
時
代
中
期
京
都
の
「
唐
画
」」（『
千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要

採
蓮
』
一
三
、
千

葉
市
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
蕪
村
自
身
は
そ
の
画
風
や
書
簡
の
記
述
か

ら
、
南
宗
画
も
北
宗
画
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
南
宗
画
家
を
標
榜
し
て
い

た
。
ま
た
、
大
雅
や
蕪
村
の
画
風
を
示
す
同
時
代
に
用
い
ら
れ
た
歴
史
用
語
と
し
て
は
「
唐
画
」

が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
、『
平
安
人
物
志
』
な
ど
で
は
「
唐
画
」
の
範
疇
が
「
文
人
画
」

に
置
き
換
わ
る
。
本
稿
で
は
、
蕪
村
が
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
中
国
絵
画
に
、
明
末
の
蘇
州
派

だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
正
統
的
な
文
人
画
に
近
い
作
品
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
を
提
示
す
る
た

め
、
基
本
的
に
「
文
人
画
」
の
呼
称
を
用
い
た
。

（
4
） 

前
掲
註
（
1
）
佐
藤
論
文
、
杉
本
論
文
、
横
尾
拓
真
「
池
大
雅
筆
「
楡
枋
園
図
巻
」（
大
徳
寺
蔵
）

に
つ
い
て
」（『
美
術
史
』
一
七
八
、
美
術
史
學
會
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
5
） 

「
十
便
図
」「
十
宜
図
」
の
各
十
図
の
錯
簡
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
1
）
脇
本
論
文
、
吉
沢
忠

「
大
雅
・
蕪
村
と
十
便
十
宜
畫
册
」、
神
田
喜
一
郎
・
古
原
宏
伸
「
李
漁
と
十
便
十
宜
詩
」
な
ど
を

参
照
。
な
お
、
本
稿
で
の
挿
図
の
掲
載
順
や
、
各
図
を
列
記
す
る
場
合
の
順
序
は
、
い
ず
れ
も
当

初
の
原
詩
の
順
に
従
う
。

（
6
） 

前
掲
註
（
1
）
徳
田
論
文
を
参
照
。

（
7
） 

前
掲
註
（
1
）
佐
藤
論
文
を
参
照
。

（
8
） 

前
掲
註
（
1
）
佐
藤
論
文
を
参
照
。

（
9
） 

前
掲
註
（
1
）
佐
藤
論
文
を
参
照
。

（
10
） 

前
掲
註
（
4
）
横
尾
論
文
を
参
照
。

（
11
） 

蕪
村
の
「
文
徴
明
八
勝
図
巻
」
の
も
と
に
な
っ
た
文
徴
明
の
作
品
が
、
巻
子
装
だ
っ
た
の
か
画

帖
だ
っ
た
の
か
は
未
詳
だ
が
、
蕪
村
の
「
文
徴
明
八
勝
図
巻
」
は
、
虫
損
の
状
態
か
ら
当
初
か
ら

現
在
の
巻
子
装
で
は
な
く
、
画
帖
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
特
別
企
画
展

東

と
西
の
蕪
村
―
伊
藤
若
冲
「
菜
蟲
譜
」
期
間
限
定
公
開
―
』
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術
館
、
二
〇

一
六
年
を
参
照
）。
ま
た
、「
臥
遊
千
里
図
画
冊
」
に
つ
い
て
は
、『
特
別
展

柳
沢
淇
園
―
文
雅

の
士
・
新
奇
の
画
家
―
』（
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
同
図
録
に
は
、
伝
董
其
昌

筆
「
山
水
図
」
の
図
版
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
臥
遊
千
里
図
画
冊
」
の
全
図
様
は
、
呉
孟

晋
「「
臥
遊
千
里
図
画
冊
」（
唐
招
提
寺
蔵
）
に
つ
い
て
」（『
大
和
文
華
』
一
三
九
、
大
和
文
華
館
、

註（
1
） 
「
十
便
十
宜
図
」
に
関
す
る
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、「
十
便
十
宜
帖
」（『
國
華
』
二
七
一
、

國
華
社
、
一
九
一
二
年
）、
人
見
少
華「
大
雅
蕪
村
十
便
十
宜
畫
册
に
就
て
の
疑
團
」（『
南
畫
鑑
賞
』

三
―
一
、
南
畫
鑑
賞
会
、
一
九
三
四
年
）、
脇
本
十
九
郎
「
十
便
十
宜
畫
册
小
攷
」（『
美
術
研
究
』

四
九
、
美
術
研
究
所
内
美
術
懇
話
會
、
一
九
三
六
年
）、
熊
谷
宣
夫
「
図
版
要
項

大
雅
筆
十
便

畫
册
汲
便
圖
」（『
美
術
研
究
』
一
六
三
、
美
術
研
究
所
、
一
九
五
一
年
）、
鈴
木
進
「
十
便
帖
」（
小

杉
放
菴
ほ
か
編
・
鈴
木
進
ほ
か
解
説
『
池
大
雅
畫
譜

第
三
帙
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
五

八
年
）、
吉
沢
忠
・
神
田
喜
一
郎
・
古
原
宏
伸
『
池
霞
樵
・
謝
春
星
十
便
十
宜
畫
册
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
七
〇
年
）、
吉
沢
忠
「
大
雅
・
蕪
村
と
十
便
十
宜
畫
册
」（
同
前
『
池
霞
樵
・
謝
春
星
十
便
十

宜
畫
册
』
所
収
）、
神
田
喜
一
郎
・
古
原
宏
伸
「
李
漁
と
十
便
十
宜
詩
」（
同
前
『
池
霞
樵
・
謝
春

星
十
便
十
宜
畫
册
』
所
収
）、
鈴
木
進
「
池
大
雅
」（
鈴
木
進
・
佐
々
木
丞
平
『
日
本
美
術
絵
画
全

集

第
一
八
巻

池
大
雅
』
集
英
社
、
一
九
七
九
年
）、
吉
沢
忠
「
与
謝
蕪
村
」（
吉
沢
忠
『
日
本

美
術
絵
画
全
集

第
一
九
巻

与
謝
蕪
村
』
集
英
社
、
一
九
八
〇
年
）、
星
野
鈴
「
19

宜
春
図
」

「
20

宜
秋
図
」「
21

宜
暁
図
」「
22

宜
雨
図
」（
同
前
『
日
本
美
術
絵
画
全
集

第
一
九
巻

与
謝
蕪
村
』
所
収
）、
小
林
忠
・
河
野
元
昭
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅰ

文
人
画
（
1
）
大
雅
・

蕪
村
・
木
米
』（
駸
々
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
小
林
忠
「
大
雅
蕪
村
正
譎
論
―
十
便
十
宜
帖
を

中
心
に
―
」（
同
前
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅰ

文
人
画
（
1
）
大
雅
・
蕪
村
・
木
米
』
所
収
）、

松
原
茂
「
書
画
一
致
―
大
雅
と
蕪
村
の
場
合
―
」（
同
前
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅰ

文
人
画

（
1
）
大
雅
・
蕪
村
・
木
米
』
所
収
）、
小
林
忠
・
徳
田
武
「
対
談

大
雅
・
蕪
村
の
詩
書
画
三
絶

「
十
便
十
宜
図
」
を
読
む
」（『
江
戸
文
学
』
一
七
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）、
徳
田
武
「「
十

便
十
宜
図
」
を
読
む
」（『
江
戸
文
学
』
一
八
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
）、
藤
田
真
一
「「
十

便
十
宜
画
帖
」
考
―
池
大
雅
と
の
交
叉
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
八
三
七
、
至
文
堂
、
二
〇

〇
一
年
）、
杉
本
欣
久「
池
大
雅
の
作
画
と
文
人
性
」（『
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要

古
文
化
研
究
』

五
、
黒
川
古
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）、
佐
藤
康
宏
「
蕪
村
が
謝
寅
に
な
る
ま
で
」（
辻
惟
雄

ほ
か
監
修
『
与
謝
蕪
村
―
翔
け
め
ぐ
る
創
意
―
』
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
、
二
〇
〇
八
年
）、

安
永
拓
世
「
せ
め
ぎ
あ
い
、
継
承
す
る
、
日
本
の
文
人
画
―
関
西
を
中
心
に
」（
辻
惟
雄
編
『
日

本
美
術
全
集

第
一
四
巻

江
戸
時
代
Ⅲ

若
冲
・
応
挙
、
み
や
こ
の
奇
想
』
小
学
館
、
二
〇
一

三
年
）、
安
永
拓
世
「
十
便
図
」「
十
宜
図
」（
同
前
『
日
本
美
術
全
集

第
一
四
巻

江
戸
時
代

Ⅲ

若
冲
・
応
挙
、
み
や
こ
の
奇
想
』
所
収
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
別
本
の
「
十
便
十
宜
帖
」

に
つ
い
て
は
、
歸
鞍
生
「
大
雅
及
蕪
村
筆
十
便
十
宜
帖
」（『
國
華
』
三
四
四
、
國
華
社
、
一
九
一

九
年
）
を
参
照
。

（
2
） 

前
掲
註
（
1
）
杉
本
論
文
を
参
照
。

（
3
） 

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
中
国
の
明
清
の
絵
画
の
影
響
を
受
け
て
描
か
れ
た
、
彩
色
の
比
較
的
少
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佐
藤
康
宏
「
與
謝
蕪
村
筆

倣
錢
貢
山
水
圖
」（『
國
華
』
一
二
五
二
、
國
華
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、

前
掲
註
（
3
）
佐
藤
康
宏
「
雅
俗
の
都
市
像
―
与
謝
蕪
村
「
夜
色
楼
台
図
」」
を
参
照
。

（
19
） 

前
掲
註
（
13
）
星
野
論
文
、
佐
々
木
丞
平
・
佐
々
木
正
子
監
修
『
蕪
村

そ
の
二
つ
の
旅
』（
朝

日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
星
野
鈴
「
蕪
村
の
「
寒
山
拾
得
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
星
野
鈴
『
蕪

村
の
絵
絹
』
風
人
社
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
20
） 

清
水
孝
之
「
讚
岐
に
於
け
る
蕪
村
の
畫
業
―
妙
法
寺
を
中
心
と
し
て
―
」（『
畫
説
』
六
二
、
東

京
美
術
研
究
所
、
一
九
四
二
年
）、
わ
き
も
と
「
名
品
小
解

蕪
村
蘇
鐡
圖
」（『
畫
説
』
六
二
、

東
京
美
術
研
究
所
、
一
九
四
二
年
）、
加
藤
增
夫
「
丸
亀
蕪
村
寺
の
蕪
村
の
蘇
鐡
の
繪
」（『
日
本

美
術
工
藝
』
一
六
四
、
日
本
美
術
工
藝
社
、
一
九
五
二
年
）、
山
本
健
吉
・
早
川
聞
多
編
『
蕪
村

画
譜
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
21
） 

佐
藤
康
宏
「
與
謝
蕪
村
筆

四
季
山
水
圖
」（『
國
華
』
一
四
一
九
、
國
華
社
、
二
〇
一
四
年
）

を
参
照
。

（
22
） 

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
四
季
山
水
図
」
に
つ
い
て
は
、「
十
便
十
宜
図
」
の
注
文
主
と

考
え
ら
れ
る
下
郷
学
海
が
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
、
現
在
の
同
図
の
ご
所
蔵

者
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
同
図
の
旧
所
蔵
者
や
伝
来
経
緯
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
を

待
ち
た
い
が
、
も
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
蕪
村
が
「
十
便
図
」
の
克
服
を
、
一
連
の
「
四
季
山
水

図
」
で
試
み
、
そ
の
最
終
的
な
成
果
を
同
図
で
学
海
に
示
し
た
と
の
解
釈
も
成
り
立
つ
こ
と
と
な

る
。
同
図
が
当
初
か
ら
学
海
の
た
め
に
描
か
れ
た
の
か
ど
う
か
は
未
詳
な
が
ら
、「
十
宜
図
」と「
四

季
山
水
図
」
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
を
は
ら
む
。

（
23
） 

沈
士
充
に
つ
い
て
は
、
蕪
村
よ
り
も
後
の
時
代
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
で
活
躍

し
た
書
家
で
漢
詩
人
の
市
河
米
庵
（
一
七
七
九
～
一
八
五
八
）
が
収
集
し
た
中
国
書
画
の
中
に
沈

士
充
筆
・
董
其
昌
賛
「
山
水
図
冊
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
何

ら
か
の
類
品
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
同
図
は
、
倣
古
図
で
は
な
い
も
の

の
、
明
時
代
の
画
冊
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
い
う
意
味
で
も
興
味
深
い
資
料
と
い
え
る
。

（
24
） 

十
図
か
ら
な
る
画
帖
と
い
う
点
で
は
、
池
大
雅
筆「
青
緑
山
水
図
帖
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）

も
「
十
便
図
」
の
先
行
作
例
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
十
詩
に
対
応
す
る
十
図
を
描
く
と
い
う

構
想
自
体
は
、
中
国
の
唐
時
代
の
詩
人
で
あ
る
盧
鴻
（
生
没
年
未
詳
）
が
嵩
山
で
の
隠
居
地
の
十

景
を
詠
ん
だ
十
首
の
詩
を
絵
画
化
し
た
「
盧
鴻
草
堂
十
志
図
」
に
基
づ
く
可
能
性
も
あ
ろ
う
。「
盧

鴻
草
堂
十
志
図
」
に
つ
い
て
は
、
瀧
精
一
「
盧
鴻
草
堂
十
景
圖
巻
に
就
て
」（『
國
華
』
五
八
五
、

國
華
社
、
一
九
三
九
年
）、
宮
崎
法
子
『
角
川
叢
書
24

花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
―
中
国
絵

画
の
意
味
―
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
植
松
瑞
希
「
小
さ
な
庭
園
空
間
―
明
代
蘇
州
に
お

け
る
隠
居
地
図
像
の
一
類
型
に
つ
い
て
」（『
大
和
文
華
』
一
三
一
、
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
を
参
照
。

二
〇
二
一
年
）
で
紹
介
予
定
。
な
お
、「
臥
遊
千
里
図
画
冊
」
に
は
、
款
記
等
に
「
倣
」
と
記
し

た
倣
古
図
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
日
本
の
初
期
の
文
人
画
が
実
見
し
た
中
国
絵
画
の
画
冊

と
し
て
、
大
雅
の「
楼
閣
山
水
図
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）の
発
想
源
に
な
っ
た
邵
振
先（
生

没
年
未
詳
）
ほ
か
筆
「
張
還
真
翁
祝
寿
図
冊
」
と
と
も
に
重
要
な
作
例
と
み
ら
れ
る
。

（
12
） 

吉
沢
忠
「
與
謝
蕪
村
筆

仿
王
蒙
山
水
圖
屛
風
」「
與
謝
蕪
村
筆

仿
米
芾
山
水
圖
屛
風
」（『
國

華
』
八
七
〇
、
國
華
社
、
一
九
六
四
年
）
を
参
照
。

（
13
） 

蕪
村
に
お
け
る
倣
古
図
制
作
に
つ
い
て
は
、
星
野
鈴
「
南
画
に
お
け
る
中
国
画
の
受
容
の
実
際

―
大
雅
と
蕪
村
の
倣
古
作
を
中
心
に
―
」（『
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会

第
七
回
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム

東
洋
美
術
に
お
け
る
影
響
の
問
題
』
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
、
一
九
九
〇
年
）、
前
掲
註
（
1
）

佐
藤
論
文
、
板
倉
聖
哲
「
若
冲
、
蕪
村
と
東
ア
ジ
ア
」（
辻
惟
雄
監
修
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
・

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
編
『
生
誕
三
百
年

同
い
年
の
天
才
絵
師

若
冲
と
蕪
村
』
読
売
新

聞
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
14
） 

前
掲
註
（
12
）
吉
沢
論
文
、
佐
々
木
丞
平
「
水
墨
画
の
流
れ
の
中
に
見
る
蕪
村
作
品
の
特
異
性
」

（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
三
九
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
七
年
）、
前
掲
註
（
13
）
星
野
論
文
、

佐
藤
康
宏
「
74

倣
王
叔
明
山
水
図
屛
風
」「
75

倣
米
南
宮
山
水
図
屛
風
」（
辻
惟
雄
ほ
か
監
修

『
与
謝
蕪
村
―
翔
け
め
ぐ
る
創
意
―
』
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
、
二
〇
〇
八
年
、
三
一
〇
頁
）

な
ど
を
参
照
。
た
だ
、
従
来
あ
ま
り
指
摘
は
な
い
が
、
筆
致
や
描
法
で
は
な
く
構
図
へ
の
理
解
と

い
う
点
で
は
、
王
蒙
筆
「
夏
山
隠
居
図｣

（
フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵
）
や
王
蒙
筆
「
溪
山
風
雨
図
」（
北

京
・
故
宮
博
物
院
蔵
）
な
ど
と
の
関
連
性
を
考
慮
し
て
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
15
） 

筆
致
や
画
面
の
ス
ケ
ー
ル
感
自
体
は
全
く
異
な
る
も
の
の
、「
倣
王
叔
明
山
水
図
屛
風
」
の
左

半
分
の
構
図
は
、
わ
ず
か
に
「
十
宜
図
」
の
「
宜
冬
図
」
の
構
図
と
の
共
通
性
を
感
じ
さ
せ
る
が
、

同
様
の
構
図
は
、
後
述
す
る
「
倣
銭
貢
山
水
図
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
に
も
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
典
拠
と
な
る
何
ら
か
の
図
様
の
引
用
が
、「
倣
王
叔
明
山
水
図
屛

風
」
や
「
倣
銭
貢
山
水
図
」
を
文
字
通
り
倣
古
図
と
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
か

か
る
図
様
の
一
致
が
、
逆
に
「
十
宜
図
」
の
倣
古
図
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
補
強
す
る
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

（
16
） 

「
野
馬
図
屛
風
」
に
つ
い
て
は
、
成
瀬
不
二
雄
「
沈
銓
筆
「
秋
溪
群
馬
図
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
大

和
文
華
』
六
九
、
一
九
八
一
年
）、
蕪
村
の
南
蘋
画
風
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
安
永
拓
世
「
蕪
村

筆
「
鳶
・
鴉
図
」
を
め
ぐ
っ
て
―
蕉
風
復
興
運
動
と
南
蘋
画
風
―
」（『
美
術
史
』
一
五
五
、
美
術

史
學
會
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
17
） 

鄭
涵
云
「
与
謝
蕪
村
筆
「
草
廬
三
顧
・
蕭
何
追
韓
信
図
屛
風
」
に
つ
い
て
」（『
野
村
美
術
館

研
究
紀
要
』
二
三
、
野
村
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。

（
18
） 

佐
藤
康
宏『
週
刊
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
16

与
謝
蕪
村
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
二
年
）、

            



六
一

与
謝
蕪
村
筆
「
十
宜
図
」（
川
端
康
成
記
念
会
蔵
）
の
史
的
位
置

241

大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
33
） 

尾
形
仂
『
芭
蕉
・
蕪
村
』（
花
神
社
、
一
九
七
八
年
）、
前
掲
註
（
1
）
安
永
拓
世
「
せ
め
ぎ
あ

い
、
継
承
す
る
、
日
本
の
文
人
画
―
関
西
を
中
心
に
」
な
ど
を
参
照
。

（
34
） 

前
掲
註
（
29
）『
蕪
村
全
集

第
七
巻

編
著
・
追
善
』
七
〇
頁
、
二
〇
二
頁
を
参
照
。

（
35
） 

蕪
村
の
晩
年
作
に
対
す
る
執
筆
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
1
）
安
永
拓
世
「
せ
め
ぎ

あ
い
、
継
承
す
る
、
日
本
の
文
人
画
―
関
西
を
中
心
に
」、
安
永
拓
世
「
与
謝
蕪
村
の
絵
画
表
現

に
お
け
る
俳
諧
的
趣
向
―
重
な
り
合
い
、
補
い
合
う
、
絵
画
と
文
学
―
」（
楠
元
六
男
編
『
江
戸

文
学
か
ら
の
架
橋
―
茶
・
書
・
美
術
・
仏
教
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
九
年
）、
安
永
拓
世
「
蕪
村
の

絵
画
表
現
に
見
る
時
代
性
と
独
自
性
―
大
雅
・
若
冲
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
」（『
聚
美
』
一
四
、

聚
美
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
36
） 

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
ー
ヒ
ル
「
彭
城
百
川
の
絵
画
様
式
（
一
）
～
（
三
）」（『
美
術
史
』
九
三
～

九
六･

一
〇
五･

一
〇
七
、
美
術
史
學
會
、
一
九
七
六
・
七
八
・
七
九
年
）、Jam

es C
ahill, ‘Yosa 

Buson and C
hinese Painting’, International Sym

posium
 on the C

onservation and R
estoration 

of C
ultural Property: Interregional Influences in East A

sian A
rt H

istory, 1982. 

前
掲
註
（
18
）

佐
藤
康
宏
「
與
謝
蕪
村
筆

倣
錢
貢
山
水
圖
」、
前
掲
註
（
13
）
板
倉
論
文
、
佐
藤
康
宏
「
明
末

蘇
州
派
と
18
世
紀
京
都
画
壇
」（
前
掲
註
（
25
）
報
告
書
『
蘇
州
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
中
国
と
日

本
の
観
点
か
ら
―
』
所
収
）
な
ど
を
参
照
。

（
37
） 

前
掲
註
（
13
）
星
野
論
文
、
佐
藤
論
文
、
板
倉
論
文
な
ど
で
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
蕪
村
は
多

く
の
倣
古
図
を
描
い
た
が
、「
十
宜
図
」
の
場
合
に
は
、「
倣
」
な
ど
の
文
言
を
画
中
に
は
明
示
せ

ず
、
倣
古
図
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
主
張
し
て
は
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、「
十
宜
図
」
は
、

そ
も
そ
も
李
漁
の
詩
に
基
づ
く
詩
意
図
で
あ
る
し
、「
倣
」
と
款
記
で
示
す
た
め
の
十
分
な
余
白

が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
晩
年
の
「
鳶
・
鴉
図
」（
北
村
美
術
館
蔵
、
重
要

文
化
財
）
に
、
典
拠
と
な
っ
た
松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
～
九
四
）
や
向
井
去
来
（
一
六
五
一
～
一

七
〇
四
）
の
句
を
あ
え
て
書
き
込
ま
な
か
っ
た
趣
向
と
も
一
致
し
、
わ
か
る
人
に
し
か
わ
か
ら
な

い「
隠
れ
倣
古
図
」と
も
呼
ぶ
べ
き
奥
ゆ
か
し
い
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う（「
鳶
・

鴉
図
」
の
趣
向
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
16
）
安
永
論
文
、
前
掲
註
（
35
）
安
永
論
文
を
参
照
）。

そ
も
そ
も
、「
倣
王
叔
明
山
水
図
屛
風
」
や
「
倣
銭
貢
山
水
図
」
の
よ
う
に
一
視
野
で
鑑
賞
す
る

画
面
形
式
と
、「
十
宜
図
」の
よ
う
な
小
さ
な
画
面
を
何
度
も
め
く
る
こ
と
で
楽
し
む
画
帖
と
で
は
、

同
じ
倣
古
図
で
も
鑑
賞
の
意
図
が
異
な
っ
て
お
り
、
画
帖
形
式
の
倣
古
図
は
、
本
場
中
国
の
倣
古

図
冊
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
画
風
で
描
け
る
こ
と
を
示
す
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
見
本

帳
の
よ
う
な
機
能
も
有
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
画
帖
形
式
の
倣
古
図
へ
の
ま
な
ざ
し
を
、

蕪
村
が
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い
た
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
も
、
前
掲

註
（
13
）
板
倉
論
文
の｢

中
国
に
お
い
て
、
対
象
と
な
る
古
画
と
倣
古
画
に
お
け
る
差
異
は
、
誤

（
25
） 

大
雅
が
「
試
錐
図
」
で
「
李
公
麟
」
に
倣
っ
た
こ
と
を
明
記
し
た
背
景
に
は
、
李
公
麟
が
描
い

た
と
さ
れ
る
「
龍
眠
山
荘
図
」
を
意
識
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。「
龍
眠
山
荘
図
」
が
、
中
国

の
唐
時
代
の
詩
人
で
あ
る
王
維
（
七
〇
一
～
六
一
）
の
伝
称
作
と
さ
れ
る
「
輞
川
図
」
や
、
前
掲

註
（
24
）
の
「
盧
鴻
草
堂
十
志
図
」
と
と
も
に
、
中
国
の
園
林
図
や
別
業
図
の
古
典
と
し
て
機
能

し
た
こ
と
は
、
前
掲
註
（
24
）
の
宮
崎
書
を
参
照
。「
試
錐
図
」
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
園
林
図

や
別
業
図
で
は
な
い
が
、
大
雅
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
文
人
画
家
が
、
こ
う
し
た
中
国
の
園
林

図
の
古
典
を
理
解
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
日
本
に
お
け
る
中
国
の
園
林
図
や
園
林
文
化
の
受

容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
4
）
横
尾
論
文
、
宮
崎
法
子
「
明
代
蘇
州
の
園
林
文
化
と
そ
の
伝
播

―
呉
派
別
業
図
か
ら
大
名
庭
園
へ
―
」（
特
別
展
「
蘇
州
の
見
る
夢
―
明
・
清
時
代
の
都
市
と
絵

画
―
」
開
催
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
『
蘇
州
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
中
国
と
日
本
の
観
点

か
ら
―
』
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
26
） 

前
掲
註
（
1
）
脇
本
論
文
、
吉
沢
忠
「
大
雅
・
蕪
村
と
十
便
十
宜
畫
册
」、
小
林
忠
・
徳
田
武
「
対

談

大
雅
・
蕪
村
の
詩
書
画
三
絶
「
十
便
十
宜
図
」
を
読
む
」
な
ど
を
参
照
。

（
27
） 

蒹
葭
堂
が
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
九
月
三
日
か
ら
同
二
十
六
日
ま
で
上
京
し
、
京
都
の
文
人

と
交
流
し
た
際
、『
蒹
葭
堂
日
記
』
の
九
月
二
十
一
日
条
に
は
「
在
宿
」
と
あ
り
、
二
十
名
ほ
ど

の
名
に
混
じ
っ
て
「
蕪
村
」
と
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
蕪
村
が
蒹
葭
堂
の
宿
を
訪
ね
た
と
思
し
い
。

な
お
、
同
日
蒹
葭
堂
を
訪
ね
た
人
物
の
中
に
は
「
森
章
適
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
雨
森

章
迪
と
み
ら
れ
る
。

（
28
） 

林
閬
苑
に
つ
い
て
は
、「
畫
記
」（『
美
術
研
究
』
八
五
、
美
術
研
究
所
、
一
九
三
九
年
）、
長
谷

洋
一
「
内
閣
文
庫
蔵
『
京
師
諸
寺
什
物
画
記
』
に
つ
い
て
―
林
閬
苑
と
古
画
学
習
―
」（
平
成
一

〇
―
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
））
研
究
成
果
報
告
書
『
江
戸
時
代

に
お
け
る
大
坂
画
壇
の
研
究
』、
研
究
代
表
者
：
山
岡
泰
造
、
二
〇
〇
一
年
）、
岩
佐
伸
一
「
大
坂

の
唐
画
師
・
林
閬
苑
―
文
献
資
料
の
整
理
と
紹
介
―
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
共
同
研
究
成
果
報
告

書
』一
、
大
阪
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
岩
佐
伸
一「
唐
画
師
・
林
閬
苑
の
作
品
よ
り
」（『
美

術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
一
七
、
二
〇
〇
八
年
）、『
唐
画
も
ん
―
武
禅
に
閬
苑
、
若
冲
も
』（
大
阪
歴

史
博
物
館
・
千
葉
市
美
術
館
・
産
経
新
聞
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
29
） 

丸
山
一
彦
・
山
下
一
海
校
注
『
蕪
村
全
集

第
七
巻

編
著
・
追
善
』（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）

二
八
頁
を
参
照
。

（
30
） 

岩
佐
伸
一
「
概
説

墨
江
武
禅
と
林
閬
苑
」（
前
掲
註
（
28
）『
唐
画
も
ん
―
武
禅
に
閬
苑
、
若

冲
も
』
所
収
）
を
参
照
。

（
31
） 

前
掲
註
（
28
）『
唐
画
も
ん
―
武
禅
に
閬
苑
、
若
冲
も
』
を
参
照
。

（
32
） 

雨
森
章
迪
に
つ
い
て
は
、
植
谷
元
「
蕪
村
周
辺
の
人
々
」（『
山
邊
道
』
七
、
天
理
大
學
國
語
國

文
學
會
、
一
九
六
二
年
）、
田
中
善
信
「
蕪
村
と
鉄
僧
」（『
国
文
白
百
合
』
二
七
、
白
百
合
女
子
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解
の
結
果
に
よ
る
ズ
レ
で
は
な
く
、
画
家
自
身
の
意
図
的
な
演
出
、
ズ
ラ
シ
で
あ
り
、
大
雅
や
蕪

村
に
お
け
る
倣
古
画
の
言
説
も
そ
う
し
た
認
識
か
ら
確
信
を
得
た
結
果
で
あ
る
」
と
の
指
摘
は
、

き
わ
め
て
重
要
と
い
え
よ
う
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
十
月
三
十
一
日
に
東
京
文
化
財
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
第

四
十
九
回
オ
ー
プ
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
「
モ
ノ
／
イ
メ
ー
ジ
と
の
対
話
」
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
「
与
謝

蕪
村
の
絵
画
に
見
る
和
漢
」、
お
よ
び
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
十
一
月
二
十
六
日
に
青
山
学
院
大

学
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
表
象
文
化
研
究
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
「
与
謝
蕪
村
筆
「
十
宜
図
」
に

つ
い
て
」
の
内
容
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
す
。
事
前
調
査
や
口
頭
発
表
、
本
稿

へ
の
図
版
掲
載
に
際
し
て
は
、
各
資
料
の
所
蔵
者
・
所
蔵
機
関
を
は
じ
め
、
秋
田
達
也
氏
（
秋
田
県
立

近
代
美
術
館
学
芸
主
事
）、
出
光
佐
千
子
氏
（
出
光
美
術
館
館
長
）、
岩
佐
伸
一
氏
（
大
阪
歴
史
博
物
館

主
任
学
芸
員
）、
岡
田
秀
之
氏
（
福
田
美
術
館
学
芸
課
長
）、
郷
司
泰
仁
氏
（
香
雪
美
術
館
学
芸
員
）、
吉

田
恵
理
氏
（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
員
）
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
教
示
と
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
稿
へ
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
前
掲
註
（
1
）
佐
藤
論
文
、
前
掲
註
（
13
）
星
野
論
文
、
板

倉
論
文
、
前
掲
註
（
25
）
宮
崎
論
文
に
多
大
な
る
示
唆
を
受
け
ま
し
た
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
へ
の
十
分

な
回
答
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
記
し
て
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

［
挿
図
出
典
］

挿
図
1
・
2

所
蔵
者
で
あ
る
川
端
康
成
記
念
会
の
許
可
を
得
て
、
日
本
近
代
文
学
館
よ
り
写
真
の
提

供
を
受
け
た

挿
図
3

河
野
元
昭
『
新
潮
日
本
美
術
文
庫
9

与
謝
蕪
村
』（
新
潮
社
、
一
九
九
六
年
）
五
三
頁

挿
図
4

中
國
古
代
書
畫
鑑
定
組
編『
中
國
美
術
分
類
全
集

中
國
繪
畫
全
集

第
一
九
巻

清
一
』（
文

物
出
版
社
・
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
三
四
頁

挿
図
5
『
中
國
美
術
分
類
全
集

中
國
繪
畫
全
集

第
一
九
巻

清
一
』
三
五
頁

挿
図
6
『
中
國
美
術
分
類
全
集

中
國
繪
畫
全
集

第
一
九
巻

清
一
』
三
一
頁

挿
図
7
『
中
國
美
術
分
類
全
集

中
國
繪
畫
全
集

第
一
九
巻

清
一
』
三
六
頁

挿
図
8
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

四
王
呉
惲
絵
画
』（
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
）
二
三
頁

挿
図
9
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

四
王
呉
惲
絵
画
』
二
三
頁

挿
図
10
『
中
國
美
術
分
類
全
集

中
國
繪
畫
全
集

第
一
九
巻

清
一
』
六
六
頁

挿
図
11
『
中
國
美
術
分
類
全
集

中
國
繪
畫
全
集

第
一
九
巻

清
一
』
一
六
頁

挿
図
12
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

呉
門
絵
画
』（
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

二
二
九
頁

挿
図
13

台
東
区
立
書
道
博
物
館
・
東
京
国
立
博
物
館
編『
生
誕
五
五
〇
年
記
念

文
徴
明
と
そ
の
時
代
』

（
台
東
区
芸
術
文
化
財
団
、
二
〇
二
〇
年
）
九
四
頁

挿
図
14

佐
々
木
丞
平
・
佐
々
木
正
子
監
修
『
蕪
村

そ
の
二
つ
の
旅
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
一
年
）

五
八
頁

挿
図
15
『
新
潮
日
本
美
術
文
庫
9

与
謝
蕪
村
』
一
三
頁

挿
図
16

佐
藤
康
宏「
與
謝
蕪
村
筆

倣
錢
貢
山
水
圖
」（『
國
華
』一
二
五
二
、
國
華
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

二
三
頁

挿
図
17
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

呉
門
絵
画
』
二
三
〇
頁

挿
図
18

所
蔵
者
で
あ
る
妙
法
寺
か
ら
写
真
の
提
供
を
受
け
た

挿
図
19
『
子
爵
堀
川
家
及
某
大
家
御
藏
品
展
觀
入
札
』（
東
京
美
術
俱
楽
部
、
一
九
一
八
年
四
月
二
十

九
日
）

挿
図
20

佐
藤
康
宏
「
與
謝
蕪
村
筆

四
季
山
水
圖
」（『
國
華
』
一
四
一
九
、
國
華
社
、
二
〇
一
四
年
）

二
七
・
二
九
頁

挿
図
21
『
蕪
村

そ
の
二
つ
の
旅
』
一
二
〇
～
一
二
一
頁

挿
図
22

山
本
健
吉
・
早
川
聞
多
編
『
蕪
村
画
譜
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
八
〇
～
八
三
頁

挿
図
23
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

四
王
呉
惲
絵
画
』
二
四
〇
～
二
四
一
頁

挿
図
24
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

呉
門
絵
画
』
七
七
頁

挿
図
25

所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
、
大
阪
歴
史
博
物
館
よ
り
写
真
の
提
供
を
受
け
た

挿
図
26
『
蕪
村

そ
の
二
つ
の
旅
』
一
一
六
～
一
一
七
頁

挿
図
27
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

金
陵
諸
家
絵
画
』（
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
）
二
六
九
頁

挿
図
28
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

金
陵
諸
家
絵
画
』
二
六
七
頁

挿
図
29
『
故
宮
博
物
院
藏
文
物
珍
品
大
系

金
陵
諸
家
絵
画
』
一
五
四
頁

挿
図
30
『
特
別
展

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

中
国
の
絵
画
―
明
・
清
・
近
代
―
』（
渋
谷
区
立
松
濤
美

術
館
、
一
九
八
四
年
）
三
六
頁

挿
図
31

中
國
古
代
書
畫
鑑
定
組
編『
中
國
美
術
分
類
全
集

中
國
繪
畫
全
集

第
一
七
巻

明
八
』（
浙

江
人
民
美
術
出
版
社
・
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
二
頁

挿
図
32
『
特
別
展

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

中
国
の
絵
画
―
明
・
清
・
近
代
―
』
三
一
頁

挿
図
33

辻
惟
雄
ほ
か
監
修
『
与
謝
蕪
村
―
翔
け
め
ぐ
る
創
意
―
』（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
、
二

〇
〇
八
年
）
二
〇
〇
頁
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や
す
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た
く
よ
・
文
化
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主
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